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はじめに

こ こ では、 『Cisco UCS Server Configuration Utility リ リ ース  3.1(6)』 の構成および表記法について説
明し ます。 また、 関連資料の入手方法やテ ク ニカル サポー ト の受け方について も説明し ます。

対象読者
こ のガ イ ド は、 サーバ、 ス ト レージ、 ネ ッ ト ワーク の管理およびネ ッ ト ワーク  セキ ュ リ テ ィ に
責任を持つ、 専門知識を備えたデータ セン ター管理者を主な対象に し ています。

マニュアルの構成 
こ のマニ ュ アルは、 次の章で構成さ れています。

章 タ イ ト ル 説明

第 1 章 概要 ユーテ ィ リ テ ィ の概要 と 提供さ れてい る機能について
説明し ます。

第 2 章 UCS Server Configuration 
Utility の起動

ユーテ ィ リ テ ィ を起動する方法について説明し ます。

第 3 章 UCS Server Configuration 
Utility のユーザ イ ン ター
フ ェ イ スについて

GUI と その要素に関する情報が含まれます。

第 4 章 サーバ イ ンベン ト リ の表示 サーバ イ ンベン ト リ の表示に関する情報が含まれます。

第 5 章 サーバ ヘルスの表示 サーバ ヘルスの表示に関する情報が含まれています。

第 6 章 ブー ト 順 と  RAID レベルの
設定

BIOS のブー ト 順 と  RAID レベルに関する情報が含まれ
ます。

第 7 章 オペレーテ ィ ング  シ ス テム
の イ ン ス ト ール

オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ールに関する情
報が含まれます。

第 8 章 診断ツール 診断ツールに関する情報が含まれます。

第 9 章 ロ グの表示 シ ス テム  ロ グおよびシ ス テム  イベン ト  ロ グの表示に
関する情報が含まれます。

第 10 章 ト ラ ブルシ ューテ ィ ング ト ラ ブルシ ューテ ィ ング情報 と  FAQ が含まれます。
1
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未 完 成 ド キ ュ メ ン ト （ レ ビ ュ ー 要 ） -  シ ス コ 社 外 秘

はじめに    
関連資料
関連資料 
Cisco Unified Computing System （UCS） C シ リ ーズ ラ ッ ク マ ウ ン ト  サーバのマニ ュ アル セ ッ ト
については、 次の リ ン ク先にあ る ロー ド マ ッ プ ド キ ュ メ ン ト を参照し て く だ さ い。

『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』 

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、 テ ク ニカル サポー ト 、 その他の有用な情報について、 次の URL の
『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照し て く だ さ い。
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は、 シス コの新規および改訂版の技術マニュ アルの
一覧も示し、 RSS フ ィ ード と し て購読でき ます。 また、 リ ーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ
ンテンツ をデス ク ト ッ プに配信する こ と も でき ます。 RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。
2
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概要

Cisco UCS Server Configuration Utility （SCU） は、 サーバ上の さ ま ざ ま な タ ス ク を管理する のに
役立つアプ リ ケーシ ョ ンです。 こ のユーテ ィ リ テ ィ は、 単一のアプ リ ケーシ ョ ンか ら サーバを
簡単に設定および管理する のに役立ち ます。

UCS-SCU は、 Cisco C シ リ ーズ サーバの設定 と 保守に関連する複雑さ を軽減し、 時間を短縮し
ます。 サーバの導入も容易にな り ます。 こ のマニ ュ アルには、 最小限の リ ブー ト およびオペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テムの自動的な無人イ ン ス ト ールで、 サーバ ハー ド ウ ェ アの自動認識を通
じ てサーバをすばや く 設定する ために役立つ質問を示し ます。

SCU を使用する と 、 次の作業を実行で き ます。

 • UCS C-Series サーバをア ッ プグ レー ド 、 ト ラ ブルシ ューテ ィ ング、 および設定する

 • サーバ イ ンベン ト リ を表示する

 • BIOS のブー ト 順序を設定する

 • 接続さ れているハー ド  ド ラ イ ブの RAID ボ リ ューム を設定し ます。

 • オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールする

 • イ ン タ ラ ク テ ィ ブ オフ ラ イ ン診断を実行し ます。

 • サーバの状態およびロ グ を表示する

（注） Cisco UCS SCU は国際化をサポー ト し ていません。

こ の章は、 次の項で構成さ れています。

 • 「サポー ト さ れる オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム」 （P.1-1）

 • 「サポー ト さ れる プ ラ ッ ト フ ォーム」 （P.1-2）

 • 「サポー ト さ れている周辺デバイ ス」 （P.1-2）

 • 「ハー ド ウ ェ ア要件」 （P.1-2）

サポー ト されるオペレーテ ィ ング システム 
UCS-SCU は、 次のオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの無人イ ン ス ト ールをサポー ト し ています。

 • Windows Server 2012

 • Windows Server 2012 R2

 • Windows Server 2008 R2 （64 ビ ッ ト ）
1-1
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第 1 章      概要        

  サポー ト されるプ ラ ッ ト フ ォーム
 • Red Hat Enterprise Linux 6 Update 4 （x86-64）

 • Red Hat Enterprise Linux 6 Update 5

 • SuSE Linux Enterprise Server 11 Service Pack 3 （SP3）

サポー ト されるプラ ッ ト フ ォーム
UCS-SCU は Cisco C460 M4 の Cisco プ ラ ッ ト フ ォーム をサポー ト し ます。

サポー ト されている周辺デバイス
表 1-1 に、 UCS-SCU でサポー ト さ れる  LOM および LSI コ ン ト ローラ  デバイ ス を示し ます。

（注） UCS-SCU の RAID 設定ユーテ ィ リ テ ィ は、 シ ス テムの再起動後に こ の機能エ リ アを開始し た後
でのみ物理 ド ラ イバを検出し ます。 こ の機能エ リ ア内で移動中にハー ド  デ ィ ス ク の ド ラ イバを
削除ま たは追加し ないで く だ さ い。

（注） 一部の LSI RAID コ ン ト ローラ は、 RAID 設定中の動作完了に時間がかか り ます。 SCU は こ の
問題を制御し ません。 回避策 と し て、 RAID を再作成する か、 動作が完了する のを待つこ と が
で き ます。

ハー ド ウェ ア要件
次に、 UCS-SCU の最低ハー ド ウ ェ ア要件を示し ます。

 • CD-ROM ド ラ イ ブ ： UCS-SCU を起動し、 実行する ためには、 USB CD/DVD-ROM ド ラ イ ブ
が必要です。 UCS-SCU を起動する ために、 CIMC KVM で仮想 メ デ ィ ア  オプシ ョ ン も使用
で き ます。

 • マウ ス ： 一部の機能では、 ナビゲーシ ョ ン用に標準マウ ス （PS/2 または USB） が必要です。

 • USB デ ィ ス ク オンキー デバイ ス ： UCS-SCU の ロ グの保存などの機能のために、 USB デ ィ
ス ク オンキーが必要です。

 • RAM ： 最低 1 GB の RAM。 使用可能な RAM が最低推奨値よ り 小さ い場合、 UCS-SCU は適
切に機能し ません。

 • ネ ッ ト ワーク  アダプ タ ： support.cisco.com か ら の OS ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド など、 一部の
オプシ ョ ン機能にはネ ッ ト ワーク  ア ク セスが必要です。 任意の単一のオンボー ド  NIC アダ
プ タ接続がサポー ト さ れます。

表 1-1 LOM および LSI コ ン ト ローラ  デバイス

Server LOM デバイス
LSI コ ン ト
ローラ サポー ト される  RAID レベル

C460 M4  • Intel 1350

 • Intel x540

LSI 9361-8i  • 0、 1、 5、 6、 10、 50、 60
1-2
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第 1 章      概要

  ハー ド ウ ェ ア要件  
（注） 現在 UCS-SCU は Intel と  Broadcom のアダプ タ のみをサポー ト し ます。

 • RAID カー ド ： RAID 設定および OS の イ ン ス ト ールは、 選択さ れた コ ン ト ローラ でサポー
ト さ れます。 詳細については、 次のマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

 – 『Hardware and Software Interoperability Matrix』
1-3
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UCS Server Configuration Utility の起動

UCS Server Configuration Utility （SCU） は 32 ビ ッ ト  Linux カーネルに基づ く ブー ト 可能イ メ ー
ジです。 シ ス コ の ラ ッ ク  サーバで BIOS セ ッ ト ア ッ プ、 RAID 論理ボ リ ュームの設定、 オペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ール、 診断などの操作を実行で き ます。 これは、 一度に 1 つ
のサーバで実行さ れる よ う に設計さ れています。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「cisco.com か ら の ISO イ メ ージの取得」 （P.2-1）

 • 「UCS-SCU のブー ト 」 （P.2-2）

 • 「UCS-SCU の終了」 （P.2-5）

cisco.com からの ISO イ メージの取得
サーバ用の ISO フ ァ イルをオン ラ イ ンで検索する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html に移動し ます。

ステ ッ プ 2 中央のカ ラ ムで [Unified Computing] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 右側のカ ラ ムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 右側のカ ラ ムのサーバ モデルの名前を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 [Select a Software Type] リ ス ト で、 [Unified Computing System (UCS) Server Configuration 
Utility] を選択し ます。

[Download Software] ページが表示さ れ、 リ リ ース  バージ ョ ンおよび UCS-SCU イ メ ージが示さ
れます。

ステ ッ プ 6 [Download Now] を ク リ ッ ク し て  ISO フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。

ステ ッ プ 7 次のページで情報を確認後、 [Proceed With Download] を ク リ ッ ク し ます。 プ ロ ンプ ト が表示
さ れた場合は、 cisco.com の資格情報を使用し て、 ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 8 次の画面に進んでラ イセン ス契約書に同意し、 SCU ISO フ ァ イルを保存する場所を参照し ます。
2-1
co UCS Server Configuration Utility リ リ ース 3.1(6)      



第 2 章      UCS Server Configuration Utility の起動            

  UCS-SCU のブー ト
UCS-SCU のブー ト
次のいずれかのオプシ ョ ン を使用し て、 UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ン を起動で き ます。

 • 「Cisco Flexible Flash の使用」 （P.2-2）

 • 「仮想 メ デ ィ アの使用」 （P.2-3）

 • 「物理 メ デ ィ アの使用」 （P.2-4）

Cisco Flexible Flash の使用

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「Cisco Flexible Flash について」 （P.2-2）

 • 「Cisco Flexible Flash か ら のブー ト 」 （P.2-2）

Cisco Flexible Flash について 

一部の C シ リ ーズ ラ ッ ク マ ウ ン ト  サーバは、 サーバ ソ フ ト ウ ェ ア  ツールおよびユーテ ィ リ
テ ィ のス ト レージ と し て、 内部 Secure Digital （SD） メ モ リ  カー ド をサポー ト し ます。 SD カー
ド は、 Cisco Flexible Flash ス ト レージ  アダプ タ に よ ってホ ス ト さ れます。

CIMC 1.5(4) リ リ ース以降、 CIMC では SD ス ト レージ  デバイ ス を単一のハイパーバイザのパー
テ ィ シ ョ ン と し て使用可能です。 以前のバージ ョ ンでは 4 つの仮想 ド ラ イ ブがあ り ま し た。 ド
ラ イ ブの う ち  3 つには、 シ ス コ の ソ フ ト ウ ェ アがあ ら か じ めロー ド さ れてお り 、 4 つ目の ド ラ
イ ブには、 ユーザがハイパーバイザま たはその他の コ ンテン ツ を イ ン ス ト ールで き ます。
（ブー ト 可能）

Cisco Flexible Flash からのブー ト

Cisco Flexible Flash カー ド か ら  UCS-SCU を ロー ド する には、 次の手順を実行し ます

ステ ッ プ 1 起動時に、 ブー ト 選択 メ ニ ューを開始する には、 F6 キーを押し ます。

ブー ト 選択 メ ニ ューが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 SCU を選択する には、 矢印キーを使用し、 Enter キーを押し ます。

（注） F6 ブー ト 選択画面の [Drivers] オプシ ョ ンは、 ブー ト 可能なオプシ ョ ンではあ り ません。 誤っ
て こ のオプシ ョ ン を選択する と 、 回避策 と し てサーバを再起動し、 異な る オプシ ョ ン を選択す
る必要があ り ます。 [HUU] オプシ ョ ン と  [SCU] オプシ ョ ンは、 ブー ト 可能です。
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仮想メ デ ィ アの使用 
仮想メデ ィ アを使用した UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ンのブー ト に KVM コ ン ソールを使用でき ます。

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「KVM コ ン ソールについて」 （P.2-3）

 • 「仮想 KVM コ ン ソールの開始」 （P.2-3）

 • 「仮想 KVM コ ン ソールか ら のブー ト 」 （P.2-4）

KVM コ ン ソールについて

KVM コ ン ソールは CIMC か ら ア ク セ ス可能な イ ン ターフ ェ イ スであ り 、 サーバへのキーボー
ド 、 ビデオ、 マ ウ ス （KVM） の直接接続をエ ミ ュ レー ト し ます。 KVM コ ン ソールを使用する
と 、 リ モー ト の場所か ら サーバに接続で き ます。

（注） KVM コ ン ソールには、 Java Runtime Environment （JRE） バージ ョ ン  1.5.0 以降が必要です。

KVM コ ン ソールには次の タ ブがあ り ます。

 • [KVM] ： こ の タ ブには、 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ンが表示
さ れます。

 • [Virtual Media] ： こ の タ ブでは、 仮想 ド ラ イ ブに次の も のを対応付け る こ と がで き ます。

 – コ ン ピ ュータ ま たはネ ッ ト ワーク上の CD/DVD

 – コ ン ピ ュータ ま たはネ ッ ト ワーク上のデ ィ ス ク  イ メ ージ フ ァ イル （ISO ま たは IMG 
フ ァ イル）

 – コ ン ピ ュータ上の USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブ

仮想 KVM コ ン ソールの開始

仮想 KVM コ ン ソールを開始する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 CIMC に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 [Launch KVM Console] を ク リ ッ ク し ます。

仮想 KVM コ ン ソールにサーバ コ ン ソールが表示さ れます。
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仮想 KVM コ ン ソールからのブー ト

はじめる前に

 • cisco.com か ら  UCS-SCU ISO イ メ ージ フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。 イ メ ージをダ ウ ン
ロー ド する方法については、 「cisco.com か ら の ISO イ メ ージの取得」 （P.2-1） を参照し て く
だ さ い。

仮想 KVM コ ン ソールを使用し て  UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ン を起動する には、 次の手順を実
行し ます。

ステ ッ プ 1 デス ク ト ッ プか ら  CIMC に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 KVM コ ン ソールを起動する には、 [Launch KVM Console] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Virtual Media] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

[Virtual Media] タ ブが開き ます。

ステ ッ プ 4 [Add Image] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 ISO フ ァ イルを参照し て選択し、 [Open] を ク リ ッ ク し て イ メ ージをマ ウ ン ト し ます。

ステ ッ プ 6 [Client View] セ ク シ ョ ンで、追加し た ISO フ ァ イルに対応する  [Mapped] カ ラ ムのチェ ッ ク ボ ッ
ク ス を選択し て、 マ ッ ピ ン グが完了する のを待ち ます。

KVM コ ン ソールの [Details] セ ク シ ョ ンに進行状況が表示さ れます。

ステ ッ プ 7 CIMC で [Power Cycle Server] を ク リ ッ ク し てサーバを リ ブー ト し ます。

ステ ッ プ 8 サーバが起動し た ら、 F6 キーを押し てブー ト  デバイ ス を選択し ます。

ブー ト 選択 メ ニ ューが表示さ れます。

ステ ッ プ 9 [Cisco Virtual CD/DVD] を選択する には、 矢印キーを使用し、 Enter キーを押し ます。

サーバは UCS-SCU イ メ ージを使用し て起動し、 [KVM] タブでアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。

物理メ デ ィ アの使用

はじめる前に

 • cisco.com か ら  UCS-SCU ISO イ メ ージ フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。 イ メ ージをダ ウ ン
ロー ド する方法については、 「cisco.com か ら の ISO イ メ ージの取得」 （P.2-1） を参照し て く
だ さ い。

 • .iso CD を書き込むアプ リ ケーシ ョ ン を使用し て .iso CD 作成し ます。

物理 CD/DVD を使用してサーバ上でアプ リ ケーシ ョ ンをブー ト するには、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 USB ポー ト 経由でサーバに USB DVD ド ラ イ ブを接続し ます。

ステ ッ プ 2 DVD ド ラ イ ブに物理 メ デ ィ アを挿入し ます。

ステ ッ プ 3 サーバを再起動し、 F6 キーを押し てブー ト 選択 メ ニ ューを表示し ます。 ブー ト  デバイ ス と し
て CDROM ド ラ イ ブを選択し ます。

サーバは UCS-SCU イ メ ージを使用し て起動し、 アプ リ ケーシ ョ ン を開始し ます。
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UCS-SCU の終了
UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ン を終了する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 デ ィ ス ク  ド ラ イ ブか ら の .iso デ ィ ス ク を取 り 出し ます。

ステ ッ プ 2 [Reboot] を ク リ ッ ク し て、 サーバの リ ブー ト を確認する ために [Yes] を ク リ ッ ク し ます。
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UCS Server Configuration Utility のユーザ イン
ターフ ェ イスについて

UCS-SCU GUI は、 オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ール、 RAID 設定、 フ ァーム ウ ェ アの
更新などの タ ス ク を実行で き る  Web ベースの管理イ ン ターフ ェ イ スです。

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「ラ イ セン ス契約書」 （P.3-1）

 • 「UCS-SCU GUI ホーム  ページ」 （P.3-2）

ラ イセンス契約書
UCS-SCU が起動し た ら、 最初の イ ン ターフ ェ イ スは、 エン ド  ユーザ ラ イ セン ス契約です。 [I 
Accept] を選択し て [Next] を ク リ ッ ク し、 こ の ラ イ セン スに同意し ます。
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UCS-SCU GUI ホーム ページ
図 3-1 に UCS-SCU GUI および GUI の さ ま ざ まな要素を示し、 表 3-1 に各要素の説明を示し ます。

図 3-1 UCS-SCU GUI

1 [Navigation] ペイ ン

2 ツールバー

3 タ ブ

4 [Content] ペイ ン

5 [Tests Summary] ペイ ン

表 3-1 UCS-SCU GUI の要素 

要素 説明

[Navigation] ペイ ン UCS-SCU のユーザ イ ン ターフ ェ イ スの左側に表示さ れます。 すべての
ナビゲーシ ョ ン  ペイ ンの要素の説明については、 表 3-2 を参照し て く
だ さ い。

ツールバー 左上隅に表示さ れ、 一連のア イ コ ンがあ り ます。 すべてのツールバー 
ア イ コ ンの説明については、 表 3-3 を参照し て く だ さ い。

タ ブ UCS-SCU の次のオプシ ョ ンがあ り ます。

 • [KVM] ： KVM コ ン ソールを開始するには、 このタブを使用し ます。

 • [Virtual Media] ： 仮想 メ デ ィ アにア ク セ スする には、 こ の タ ブを使
用し ます。
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こ の項では、 次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • 「[Navigation] ペイ ン」 （P.3-3）

 • 「[Toolbar] ペイ ン」 （P.3-4）

[Navigation] ペイン

表 3-2 で、 [Navigation] ペイ ンの要素について説明し ます。

Help 表示さ れたページの状況依存ヘルプを表示する アプ リ ケーシ ョ ンの
ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

[Content] ペイ ン GUI の右側に表示さ れます。 [Navigation] ペイ ンで選択し た タ ブに応じ
て、 異な るページが コ ンテン ツ  ペイ ンに表示さ れます。

[Tests Summary] ペ
イ ン

合格し たテ ス ト の詳細、 キ ュー内のテ ス ト 、 テ ス ト の失敗が表示さ れ
ます。 診断ツールが選択 さ れてい る場合にだけ表示 さ れます。

表 3-1 UCS-SCU GUI の要素 （続き）

要素 説明

表 3-2 [Navigation] ペイ ンの要素 

要素 説明

Server Inventory サーバの情報およびイ ンベン ト リ を表示し ます。

次のページへの リ ン ク があ り ます。

 • Server Information

 • イ ンベン ト リ

サーバ イ ンベン ト リ の詳細については、 第 4 章 「サー
バ イ ンベン ト リ の表示」 を参照し て く だ さ い。

Server Health CPU、 メ モ リ 、 電源、 フ ァ ン、 ス ト レージ、 PCI デバイ
ス、 BIOS、 および CIMC などのサーバのサブシ ス テム
の状態を表示し ます。

サーバ ヘルスの詳細については、 第 5 章 「サーバ ヘル
スの表示」 を参照し て く だ さ い。

Server Configuration BIOS のブー ト 順を設定し、 サーバの接続されたハー ド  
ド ラ イ ブの RAID ボ リ ューム を設定し ます。

次のページへの リ ン ク があ り ます。

 • ブー ト 順の設定

 • RAID 設定

サーバ設定の詳細については、 第 8 章 「ブー ト 順 と  
RAID レベルの設定」 を参照し て く だ さ い。
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[Toolbar] ペイン

表 3-3で、 特定の タ ス ク を実行する ために使用で き るすべての UCS-SCU ア イ コ ンについて説明
し ます。

OS Install 完全な無人モー ド で RHEL、 SLES、 Windows オペレー
テ ィ ング  シ ス テム を イ ン ス ト ールし ます。 すべてのオ
ンボー ド  コ ンポーネン ト の最新の ド ラ イバが、 オペ
レーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ール時に Tools and 
Drivers CD ま たはその他のサポー ト さ れている場所か ら
追加さ れます。

OS イ ンス ト ールの詳細については、 第 6 章 「オペレー
テ ィ ング システムのイ ンス ト ール」 を参照して く ださい。

Diagnostic Tools サーバ障害を検出する ために、 さ ま ざ ま な種類の診断テ
ス ト を実行で き ます。

診断ツールの詳細については、 第 7 章 「診断ツール」 を
参照し て く だ さ い。

Logs サーバのシ ス テム  ロ グおよびシ ス テム  イベン ト  ロ グが
表示さ れます。

次のページへの リ ン ク があ り ます。

 • シ ス テム  ロ グ

 • System Event Log

ロ グの詳細については、 第 9 章 「ロ グの表示」 を参照し
て く だ さ い。

表 3-2 [Navigation] ペイ ンの要素 （続き）

要素 説明

表 3-3 ツールバーの要素 

ツールバー アイ コ ン 名前 機能

Network Configuration IP ア ド レ ス、 DNS、 サブネ ッ ト  マ ス
ク、 および Cisco.com の資格情報を設
定し ます。

Probe Server ヘルス  チェ ッ ク を実行し ます。

Save Logs
USB に ロ グ を保存し ます。
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こ こ では、 ツールバーの要素について詳細に説明し ます。

 • 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.3-5）

 • 「サーバ ヘルス  チェ ッ ク の実行」 （P.3-6）

 • 「ロ グの保存」 （P.3-6）

 • 「サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト の使用」 （P.3-6）

 • 「Cisco.com か ら の更新」 （P.3-8）

 • 「ハイパーバイザ パーテ ィ シ ョ ンの同期」 （P.3-9）

 • 「サーバの リ ブー ト 」 （P.3-10）

ネ ッ ト ワークの設定

ネ ッ ト ワーク を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [Network Configuration] ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

a. [IP Address from DHCP server] ま たは [Static IP Address] を選択し ます。[Static IP Address] を
選択し た場合は、 次の手順を実行し ます。

 – [IP Address] フ ィ ール ド に、 IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Subnet Mask] フ ィ ール ド に、 サブネ ッ ト の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

Server Snapshot サーバのその時点の イ ンベン ト リ を取
得で き ます。

Refresh サポー ト さ れている場合、 コ ンテン ツ
領域を更新し ます。

Update UCS-SCU、 OS の ド ラ イバ、 および 
Host Upgrade Utility の最新バージ ョ ン
をダ ウ ン ロー ド で き ます。

HyperVisor Sync 同期外 RAID 1 パーテ ィ シ ョ ン内の
デ ィ ス ク に書き込まれたデータ を交換
デ ィ ス ク と 同期で き ます。

Reboot サーバを再起動し ます。

表 3-3 ツールバーの要素 （続き）

ツールバー アイ コ ン 名前 機能
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 – [Gateway] フ ィ ール ド に、 ゲー ト ウ ェ イ  IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – （任意） [DNS] フ ィ ール ド に、 DNS の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

（注） cisco.com か ら ソ フ ト ウ ェ アおよび ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド する場合は、 手順 b. に
進みます。

b. [Direct Connection to internet] ま たは [Manual Proxy] を選択し ます。 [Manual Proxy] を選択し
た場合は、 次の手順を実行し ます。

 – [HTTP Proxy Server URL] フ ィ ール ド に、 プ ロ キシ  サーバの URL を入力し ます。 最大文
字数は 45 文字です。

 – [Port] フ ィ ール ド にポー ト 番号を入力し ます。 最大文字数は 5 文字です。 デフ ォル ト で
は 8080 です。

 – [Proxy Server UserName] フ ィ ール ド に、 プ ロ キシ  サーバのユーザ名を入力し ます。 最
大文字数は 45 文字です。

 – [Proxy Server Password] フ ィ ール ド に、 プ ロ キシ サーバのパス ワー ド を入力し ます。 最
大文字数は 45 文字です。

ステ ッ プ 3 設定を保存する には、 [Configure] を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク設定は 1 度だけ実行する プ ロ セ スであ り 、 ネ ッ ト ワーク を設定し ない場合、 次の
手順の実行中に設定する よ う に求め られます。

 • オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ール時に、 ネ ッ ト ワーク共有ま たは cisco.com か ら
ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド する と き。 （「イ ン ス ト ール ド ラ イバ」 （P.6-8） を参照）。

サーバ ヘルス チ ェ ッ クの実行

Probe Server 機能では、 サーバ サブシ ス テムのヘルス  チェ ッ ク を実行で き ます。 [Probe Server] 
ア イ コ ン を ク リ ッ クする と 、 サーバ ヘルス  チェ ッ ク が開始さ れます。

ヘルス  チェ ッ ク の結果を表示する には、 ナビゲーシ ョ ン  ペイ ンの [Server Health] タ ブを ク
リ ッ ク し ます。

[Server Health] タ ブの詳細については、 第 5 章 「サーバ ヘルスの表示」 を参照し て く だ さ い。

ログの保存

Save Logs 機能を使用し て ロ グ  フ ァ イルを保存で き ます。 Save Logs を使用する前に、 ロ グ  フ ァ
イルを保存する ための USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブま たは vMedia を挿入する必要があ り ます。

サーバ スナッ プシ ョ ッ ト の使用

UCS SCU のユーザ イ ン ターフ ェ イ スで Server Snapshot 機能を使用し て、 サーバのその時点の
イ ンベン ト リ を取得で き ます。 こ の機能では、 特定の期間内のサーバの イ ンベン ト リ ま たはコ
ンポーネン ト を比較する こ と がで き ます。 サーバのスナ ッ プシ ョ ッ ト を開始する前に、 サーバ
に USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブが接続さ れている こ と を確認し ます。 フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブが使用
で き ない と 、 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト で作成さ れた ロ グ  フ ァ イルは保存さ れません。
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サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト を開始する と 、 UCS SCU はサーバ コ ンポーネン ト に関する情報を取
得し、 サーバの状態を判断する ために一連の ク イ ッ ク  テ ス ト を実行し ます。 サーバ スナ ッ プ
シ ョ ッ ト を開始する と 、 プ ロ セ ッ サ、 メ モ リ 、 デ ィ ス ク、 キ ャ ッ シ ュ、 ネ ッ ト ワーク  イ ン タ
フ ェース  テ ス ト 、 QPI リ ン クおよび ト ラ フ ィ ッ ク、 LSI バ ッ テ リ  バ ッ ク ア ッ プおよび RAID ア
ダプ タ  テ ス ト 、 チ ッ プセ ッ ト  テ ス ト などの一連の ク イ ッ ク  テ ス ト がサーバ上で実行されます。

サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理の完了時間は、 イ ン ス ト ール さ れている メ モ リ 、 物理デ ィ ス ク の
数 と サ イ ズ、 ネ ッ ト ワーク  イ ン タ フ ェースの数などのサーバ設定に よ って異な り ます。 こ の処
理は、 30 ～ 45 分で完了する場合も、 数時間かか る場合も あ り ます。

サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理が完了する と 、 ロ グ  フ ァ イルが指定し た USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ
ブに保存さ れます。 ワー ド パ ッ ド などの任意のエデ ィ タ で こ の ロ グ  フ ァ イルを開 く こ と がで き
ます。 期間ご と のサーバ イ ンベン ト リ を比較で き る よ う に、 こ れ ら の ロ グ  フ ァ イルを特定の
場所に保管する こ と をお勧め し ます。 複数の ロ グ  フ ァ イルがあ る場合、 サーバ イ ンベン ト リ
の違いを表示する ために、 イ ン ターネ ッ ト か ら入手し た比較ツールを使用で き ます。

サーバのスナ ッ プシ ョ ッ ト を取得する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 サーバに、 ま たは vMedia を介し て USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブを接続し ます。

こ のフ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブがない と 、 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト  ロ グ  フ ァ イルを保存で き ません。
フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブに ロ グ  フ ァ イルを保存する ための十分な スペースがあ る こ と を確認し て
く だ さ い。

ステ ッ プ 2 UCS SCU イ ン ターフ ェ イ スの [Server Snapshot] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブの装着を求める ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Yes] を ク リ ッ ク し て続行し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ロ グ  フ ァ イルの保存先 と な る  USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブを選択する よ
う 求め られます。

ステ ッ プ 4 ド ロ ッ プダ ウ ン  メ ニ ューか ら、 USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブを選択し、 [Save] を ク リ ッ ク し ます。

サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理が開始さ れます。 こ の処理には、 最大 20～30 分かか り ます。
サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理の進行状況を示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。 こ の処理
中は、 サーバでその他の タ ス ク を実行で き ません。 処理中にいつで も、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの 
[Cancel] を ク リ ッ ク し て、 サーバのスナ ッ プシ ョ ッ ト 処理を キ ャ ンセルで き ます。

（注） サーバ スナッ プシ ョ ッ ト 処理中、 KVM 接続が終了し て も、 サーバ スナッ プシ ョ ッ ト 処
理は中止されません。 KVM コ ン ソールに再度ロ グ イ ンする と 、 サーバのスナ ッ プシ ョ ッ
ト 処理がまだ実行中または実行完了し た こ と がわか り ます。 ただし  USB フ ラ ッ シュ  ド ラ
イブが vMedia 経由で接続されている場合に KVM 接続が終了する と 、 USB フ ラ ッ シュ  ド
ラ イブへの接続が失われるので、 サーバ スナッ プシ ョ ッ ト 処理が停止し ます。

ステ ッ プ 5 スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理が完了する と 、 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理が完了し た こ と を示すダ イ
ア ロ グボ ッ ク ス  メ ッ セージが表示さ れます [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ロ グ  フ ァ イルは、 USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブに保存さ れます。 ロ グ  フ ァ イルはテキ ス ト  フ ァ イ
ルであ り 、 サーバ名 と と も に保存さ れ、 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト が取得された日付が含まれま
す。 た と えば、 UCSC_C260-BASE-2646_FCH1234345_06_08_2011 は 2001 年 8 月 6 日に UCS 
C-260 サーバ用に取得さ れたサーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト の ロ グ  フ ァ イル名です。

ステ ッ プ 6 任意のエデ ィ タ で こ のフ ァ イルを開き ます。
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（注） 一定の期間にわた り 同じ サーバの イ ンベン ト リ 情報を比較する ため、 比較のために常に
使用で き る よ う に、 こ れら の ロ グ  フ ァ イルをアーカ イ ブする こ と をお勧め し ます

サーバの ク イ ッ ク  テ ス ト の実行中に、 サーバのスナ ッ プシ ョ ッ ト 機能は、 サーバ コ ンポーネ
ン ト がテ ス ト に合格し たか失敗し たかのみを判断で き ます。 コ ンポーネン ト が ク イ ッ ク  テ ス ト
に合格し ない理由は特定で き ません。 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理の ロ グ  フ ァ イルの表示中
に、 サーバ コ ンポーネン ト が ク イ ッ ク  テ ス ト に合格し なかった こ と に気づいた場合は、
[Diagnostics Tools] の下にあ る ク イ ッ ク  テ ス ト  ロ グ を確認し て く だ さ い。

（注） 診断ツールの詳細については、 第 7 章 「診断ツール」 を参照し て く だ さ い。

サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理の ロ グ  フ ァ イルには次の情報が含まれます。

 • Chassis Summary

 • BaseBoard Summary

 • CIMC Summary

 • Processor Summary

 • Memory Summary

 • Storage Summary

 • PCI Adapter Summary

 • Power Supply Summary

 • Server diagnostics Quick Test Results

 • Server Probe Data

Cisco.com からの更新

cisco.com か ら の Cisco Flexible Flash に イ メ ージを更新する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Cisco.com] を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク ま たはユーザ資格情報が設定さ れていない場合は、 [Network Configuration] ダ イ
ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。 設定さ れている場合、 [Select Updates] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが
表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク を設定する必要があ る場合は、 ス テ ッ プ 2 に進みます。 ネ ッ ト
ワーク を設定する必要がない場合は、 ス テ ッ プ 3 に進みます。

ステ ッ プ 2 [Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

a. ネ ッ ト ワーク を設定する には、 IP ア ド レ ス を入力し ます。 ネ ッ ト ワーク の設定方法の詳細
については、 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.3-5） を参照し て く だ さ い。

b. [User Name] フ ィ ール ド に、 cisco.com のユーザ名を入力し ます。 最大文字数は 45 文字です。

c. [Password] フ ィ ール ド に、 cisco.com のパス ワード を入力し ます。 最大文字数は 45 文字です。

ステ ッ プ 3 表示さ れる  [Select Updates] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ISO イ メ ージの必要なバージ ョ ン を選択し
ます。
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ステ ッ プ 4 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワークからの更新 

ネ ッ ト ワーク か ら  Cisco Flexible Flash に イ メ ージを更新する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [From Network] を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク ま たはユーザ資格情報が設定さ れていない場合は、 [Network Configuration] ダ イ
ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。 設定さ れている場合、 [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス
が表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク を設定する必要があ る場合は、 ス テ ッ プ 2 に進みます。 ネ ッ ト
ワーク を設定する必要がない場合は、 ス テ ッ プ 3 に進みます。

ステ ッ プ 2 [Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ネ ッ ト ワーク を設定する には、 IP ア ド レ ス を
入力し ます。 ネ ッ ト ワーク設定の詳細については、 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.3-5） を参照し て
く だ さ い。

ステ ッ プ 3 表示さ れた [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

a. [User Name] フ ィ ール ド に、 ネ ッ ト ワー ク  ロ ケーシ ョ ンへの ロ グ イ ン名を入力し ます。

b. [Password] フ ィ ール ド に、 ネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンへのパス ワー ド を入力し ます。

c. [Network Location] フ ィ ール ド に、 ISO イ メ ージ フ ァ イルが格納されている フ ォルダのパス
名を入力し ます。

d. [Connect] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに イ メ ージの一覧が表示さ れます。

e. .iso イ メ ージ  フ ァ イルを選択し ます。

f. [Open] を ク リ ッ ク し ます。

選択し たフ ァ イルが [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スのパ ッ ケージ名 と し て表示さ れ
ます。

g. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ハイパーバイザ パーテ ィ シ ョ ンの同期

UCS-SCU は、 Cisco FlexFlash SD カー ド をサポー ト する サーバ上で、 SD カー ド 上に RAID 1 
デ ィ ス ク と し て設定さ れるハイパーバイザ仮想デ ィ ス ク を同期する ためのオプシ ョ ン を提供し
ます。 こ の機能は、 Cisco FlexFlash SD カー ド が両方のス ロ ッ ト に装着されている場合にだけ使
用で き ます。 UCS-SCU は、 サーバ上の SD カー ド の有無を検出し ます。

一方の メ ンバの SD カー ド  ス ロ ッ ト が破損し てい る場合に、 こ のオプシ ョ ン を使用し て  
RAID-1 仮想デ ィ ス ク の 2 つの メ ンバ間でハイパーバイ ザ データ を同期し ます。 こ の同期を開
始で き る のは、 2 枚のカー ド が検出さ れ、 RAID-1 が正常でない （一方の メ ンバが破損） と 判断
さ れた場合だけです。
3-9
Cisco UCS Server Configuration Utility リ リ ース 3.1(6)      

OL-32048-01-J



第 3 章      UCS Server Configuration Utility のユーザ イ ン ターフ ェ イスについて                 
  UCS-SCU GUI ホーム ページ
ハイパーバイ ザ仮想デ ィ ス ク を同期する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [Hypervisor Sync] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ハイパーバイザ RAID を同期する こ と を確認する よ う 求め られます。

ステ ッ プ 2 [Yes] を ク リ ッ ク し ます。

同期が完了する と 、 処理の完了を示すダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ツールバーの [Hypervisor Sync] ア イ コ ンはグ レーア ウ ト さ れます。

サーバのリ ブー ト

サーバを リ ブー ト する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [Reboot] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Reboot] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Yes] を ク リ ッ ク し て リ ブー ト し ます。

サーバが リ ブー ト し、 UCS-SCU GUI が再表示されます。
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サーバ インベン ト リの表示

こ の章では、 サーバ イ ンベン ト リ の表示について説明し ます。

サーバの イ ンベン ト リ を実行する ためにサーバ イ ンベン ト リ 機能を使用で き ます。 サーバの概
要、 サーバ プ ロパテ ィ に加えて、 CPU、 メ モ リ 、 電源、 フ ァ ン、 IO デバイ ス、 ス ト レージ、
BIOS、 CIMC な どのサーバ上のサブシ ス テムの イ ンベン ト リ を表示で き ます。

サーバの イ ンベン ト リ を表示する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンの [Server Inventory] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Server Information] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 サーバのプ ロパ
テ ィ と サーバの要約が表示さ れます。

ステ ッ プ 3 CPU、 メ モ リ 、 電源、 フ ァ ン、 IO デバイ ス、 ス ト レージ、 BIOS、 および CIMC などのサーバ
のサブシ ス テムの イ ンベン ト リ を表示する には、 [Inventory] タ ブを ク リ ッ ク し ます

表 4-1 で、 表示で き る さ ま ざ ま なサブシ ス テムの詳細について説明し ます。

表 4-1 サーバ イ ンベン ト リのプロパテ ィ

サブシステム 説明

CPU サーバの ソ ケ ッ ト 名、 ス テータ ス、 コ アの数、 ス レ ッ ド 数、 ベン
ダー、 バージ ョ ン、 有効な コ ア、 CPU のシグニチャ を表示し ます。

Memory サーバの DIMM のサ イ ズ、 データ の幅、 ロ ケータ、 速度、 および
シ リ アル番号を表示し ます。

Power Supplies サーバの電源装置の入力電力、 出力電力 （W）、 部品番号、 バー
ジ ョ ン、 シ リ アル番号、 製品名を表示し ます。

Fans サーバのフ ァ ンの状態、 電源状態、 速度を表示し ます。

IO Devices サーバの I/O デバイ スの タ イ プ、 ベンダー、 説明、 MAC ア ド レ ス、
およびシ リ アル番号を表示し ます。

Storage サーバのス ト レージ  デバイ スの タ イ プ、 説明、 ベンダー、 サ イ ズ、
バス情報、 およびシ リ アル番号を表示し ます。

BIOS サーバの BIOS のベンダー、 バージ ョ ン、 物理 ID、 サ イ ズ、 キ ャ
パシテ ィ 、 およびブー ト 順を表示し ます。

CIMC サーバの CIMC の IP ア ド レ ス、 MAC ア ド レ ス、 フ ァーム ウ ェ ア  
バージ ョ ン、 および IPMI のバージ ョ ン を表示し ます。
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サーバ ヘルスの表示

こ の章では、 サーバ ヘルスの表示について説明し ます。

サーバ ヘルス機能を使用する と 、 特定のサブシ ス テムのス テータ スおよび メ ッ セージ と と も
に、 サーバのすべてのサブシ ス テム （ メ モ リ 、 プ ロ セ ッ サ、 電源、 ハー ド  デ ィ ス ク、 フ ァ ン、
チ ッ プセ ッ ト 、 および CIMC など） の状態を表示で き ます。

サーバの状態を表示する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Server health] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

サーバ ヘルスは、 特定のサブシ ス テムのス テータ スおよび メ ッ セージ と と も に右側の コ ンテン
ツ  ペイ ンに表示さ れます。

ステ ッ プ 2 サブシ ス テムの最新のス テータ ス を表示する には、 ツールバーの [Probe Server] を ク リ ッ ク し
ます。 プ ローブ サーバを ク リ ッ ク し た後でページを更新する には、 [Server Health] を も う 一度
ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Server Health Details] ペイ ンでサーバ ヘルスの詳細を表示する には、 サブシ ス テムに対応する
行を ク リ ッ ク し ます。

（注） サーバ ヘルス  ペイ ンの メ ッ セージ  カ ラ ムに、 サブシ ス テムに対応する最初の問題が表示され
ます。 サブシ ス テムに複数の問題があ る場合は、 [Server Health Details] ペイ ンに表示さ れます。
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オペレーテ ィ ング システムのインス ト ール

無人のオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ール機能は、 Microsoft Windows および RedHat 
Linux オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ールに役立ち ます。 UCS-SCU には、 RAID ド ラ イ
バを含むデバイ ス  ド ラ イバが組み込まれてお り 、 追加の ド ラ イバ ロー ド 手順や、 USB などの
デバイ ス を使用せずに、 サポー ト さ れる  RAID 論理ア レ イ にオペレーテ ィ ング  シ ス テム を イ ン
ス ト ールする こ と がで き ます。

UCS-SCU は仮想デ ィ ス ク のみでオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ールをサポー ト し ます。
物理デ ィ ス ク での イ ン ス ト ールはサポー ト さ れていません。 UCS-SCU でサポー ト さ れている
すべてのオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムは、 Windows、 Linux および RHEL と い う  3 つのグループ
に分類さ れます。

（注） オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ールを開始する前に、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ マーを無効
に し て く だ さ い。 こ の機能が イ ネーブルで、 値が OS の イ ン ス ト ールに必要な時間よ り も小さ
い期間に設定さ れている と 、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ール プ ロ セスは中断され
ます。 こ のウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ マー機能は、 指定さ れた期間後に自動的にサーバを リ ブー ト す
る か、 電源をオフに し ます。

オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールする には、 次の 2 つの方法があ り ます。

 • 「高速イ ン ス ト ール」 （P.6-1） ： デフ ォル ト 設定を使用し てオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ
ン ス ト ールする には、 [Quick Install] オプシ ョ ン を使用し ます。

 • 「カ ス タ ム  イ ン ス ト ール」 （P.6-4） ： オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールする前にデ
フ ォル ト 設定を変更する には、 [Custom Install] オプシ ョ ン を使用し ます。

高速インス ト ール
[Quick Install] オプシ ョ ンでは、 デフ ォル ト  パ ラ メ ータ を使用し てオペレーテ ィ ング  シ ス テム
をすばや く イ ン ス ト ールで き ます。 ターゲ ッ ト  OS に応じ たデフ ォル ト  パ ラ メ ータ を示す [OS 
Install] ページを表示で き ます。 高速イ ン ス ト ールはユーザ入力を必要 と し ない方法であ り 、 ワ
ン ク リ ッ ク でオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールする方法です。

OS の高速イ ン ス ト ールを実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの無人イ ン ス ト ールの機能エ リ アを開始する には、 左側のナビゲー
シ ョ ン  ペイ ンで [OS Install] を ク リ ッ ク し ます。

[OS Install] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムのオプシ ョ ン  ボ タ ンのいずれかを ク リ ッ ク し ます。
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ステ ッ プ 3 [Operating System] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 オペレーテ ィ ング  シ ス テムのバージ ョ ン を選
択し ます。

ステ ッ プ 4 （Windows の場合） [Edition] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムのエデ ィ
シ ョ ン を選択し ます。

[Default Settings] 領域 と 、[Quick Install] およびカ ス タ ム  [Custom Install] ボ タ ンが表示さ れます。

表 6-1 に、 Windows オペレーテ ィ ング  シ ス テムの [Default Settings] 領域に表示されるデフ ォル
ト  パラ メ ータ を示し ます。

表 6-2 に、 Red Hat Enterprise Linux OS の [Default Settings] 領域に表示さ れるデフ ォル ト  パラ
メ ータ を示し ます。

表 6-1 デフ ォル ト のパラ メ ータ （Windows の場合）

パラ メ ー タ デフ ォル ト 値

Time Zone Central American Standard Time

Name admin

Organization Organization

Computer Name Computer

Network DHCP

Work Group Name WORKGROUP

Drivers すべての ド ラ イバが SCU のブー ト  メ デ ィ ア
か ら イ ン ス ト ール さ れます

Firewall Disabled

RDP Disabled

Disk Details
Disk Name LSI

Disk Size 40 GB 以上

Partition Details
Drive Letter C

File System NTFS

Size (MB) 論理デ ィ ス ク に よ って異な り ます

表 6-2 デフ ォル ト  パラ メ ータ （Red Hat Enterprise Linux 用） 

パラ メ ー タ デフ ォル ト 値

Time Zone America/New_York

Name root

Default Password password

Network DHCP

Drivers すべての ド ラ イバが SCU のブー ト  メ デ ィ ア
か ら イ ン ス ト ール さ れます

Disk Details
Disk Name LSI
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表 6-3 に、 SUSE Linux Enterprise Server （SLES） OS の [Default Settings] 領域に表示さ れるデ
フ ォル ト  パラ メ ータ を示し ます。

ステ ッ プ 5 イ ン ス ト ールを完了する ために、 [Quick Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。

（注） オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールする前に論理デ ィ ス ク が作成されている こ と を確認
し ます。 論理デ ィ ス ク がない場合、 次の よ う にな り ます。

 • デ ィ ス ク の詳細が [Default Settings] 領域の下に表示さ れません

 • [Quick Install] および [Custom Install] ボ タ ンが表示さ れません

Disk Size 論理デ ィ ス ク に よ って異な り ます

Partition Details
Drive Letter

File System ext3

Size (MB) 論理デ ィ ス ク に よ って異な り ます

Drive Letter

File System linux-swap

Size (MB) 2048

表 6-2 デフ ォル ト  パラ メ ータ （Red Hat Enterprise Linux 用） （続き）

パラ メ ー タ デフ ォル ト 値

表 6-3 デフ ォル ト のパラ メ ータ （SLES の場合）

パラ メ ー タ デフ ォル ト 値

Time Zone America/New_York

Name root

Default Password password

Network DHCP 

Drivers すべての ド ラ イバが SCU のブー ト  メ デ ィ ア
か ら イ ン ス ト ール さ れます

Disk Details
Disk Name LSI0-Logical Vol-2

Disk Size 論理デ ィ ス ク に よ って異な り ます

Partition Details
Drive Letter /

File System ext3

Size (MB) 論理デ ィ ス ク に よ って異な り ます

Drive Letter swap

File System linux-swap

Size (MB) 2048 以上
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 • 次の警告 メ ッ セージが表示さ れます。

OS Installation cannot be done as no logical disks found in the system.Please use RAID 
Configuration to create logical disks.

カス タム インス ト ール
[Custom Install] オプシ ョ ンでは、 デフ ォル ト 設定を カ ス タ マ イ ズで き ます。

（注） パラ メ ータ が変更さ れない場合、 カ ス タ ム  イ ン ス ト ールはデフ ォル ト  パラ メ ータ を使用し て
実行さ れます。 表 6-1 および表 6-2 に、 Windows および Red Hat Enterprise Linux オペレーテ ィ
ン グ  シ ス テムのデフ ォル ト  パラ メ ータ と 、 SCU ブー ト  メ デ ィ アか ら の ド ラ イバのダ ウ ン ロー
ド を示し ます。

こ こ では、 次のオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムのカ ス タ ム  イ ン ス ト ール手順について説明し ます。

 • 「Windows Server 2008 R2 オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ール」 （P.6-4）

 • 「Linux Server Series オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ール」 （P.6-10）

 • 「SUSE Linux サーバ オペレーテ ィ ング  シ ス テムの イ ン ス ト ール」 （P.6-12）

Windows Server 2008 R2 オペレーテ ィ ング システムのインス ト ール

Windows Server オペレーテ ィ ング システムを無人イ ン ス ト ールするには、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの無人イ ン ス ト ールの機能エ リ アを開始する には、 左側のナビゲー
シ ョ ン  ペイ ンで [OS Install] を ク リ ッ ク し ます。 [OS Install] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Windows] オプシ ョ ン  ボ タ ン を ク リ ッ ク し、 [Operating System] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら オ
ペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を選択し ます。

[Edition] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト が表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Edition] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 エデ ィ シ ョ ン を選択し ます。

[Default Settings] 領域 と 、[Quick Install] およびカ ス タ ム  [Custom Install] ボ タ ンが表示さ れます。

（注） ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト の [Windows Server 2008 R2] オプシ ョ ンは、Windows Server 2008 
R2 と  Windows Server 2008 R2 SP1 で同じ です。 使用する イ ン ス ト ール CD に応じ て
（Win2k8 R2 ま たは Win2k8R2 SP1）、対応する  Windows OS バージ ョ ンが イ ン ス ト ール さ
れます。

ステ ッ プ 4 [Custom Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 新し い [OS Install] ページが、 次の
折 り たたみ可能ウ ィ ン ド ウの リ ス ト と と も に表示さ れます。

 • [Personalization] ： パーソ ナ ラ イ ズ設定を実行する には、 「パーソ ナ ラ イ ズ」 （P.6-5） に進み
ます。
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 • [Installation Partitions] ： イ ン ス ト ールのパーテ ィ シ ョ ン を設定する には、 「イ ン ス ト ール 
パーテ ィ シ ョ ン」 （P.6-5） に進みます。

 • [Network Settings] ： ネ ッ ト ワーク を設定するには、 「ネ ッ ト ワーク設定」 （P.6-6） に進みます。

 • [Installation Drivers] ： ド ラ イバを設定する には、 「イ ン ス ト ール ド ラ イバ」 （P.6-8） に進み
ます。

ステ ッ プ 5 [Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 UCS-SCU CD を取 り 出し、 必要な
オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  CD を挿入する よ う に要求する、 [OS Install] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが
表示さ れます。

ステ ッ プ 6 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  CD を挿入し、 [Ok] を ク リ ッ ク し ます。

シ ス テムが リ ブー ト し、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ールが開始されます。

パーソナラ イズ

パーソ ナ ラ イ ズ設定を行 う には、 次の手順に従って く だ さ い。

ステ ッ プ 1 対応する ウ ィ ン ド ウ を開 く には、 [Personalization] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Personalization] ウ ィ ン ド ウ で、 次の手順を実行し ます。

a. [Time Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 時間帯を選択し ます。

b. [Name] フ ィ ール ド に、 管理者の名前を入力し ます。 最大文字数は 20 文字です。

c. [Organization] フ ィ ール ド に、 管理者の組織名を入力し ます。 最大文字数は 15 文字です。

d. ラ イ セン ス をア ク テ ィ ブ化する必要があ る場合は、 [License Information] オプシ ョ ン  ボ タ ン
の う ちの 1 つを選択し、 25 文字のプ ロ ダ ク ト  キーを入力し ます。

e. [Computer Name] フ ィ ール ド に、 サーバの名前を入力し ます。 最大文字数は 15 文字です。

f. [Description] フ ィ ール ド に、 サーバの説明を入力し ます。 最大文字数は 25 文字です。

インス ト ール パーテ ィ シ ョ ン

イ ン ス ト ール パーテ ィ シ ョ ン を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 対応する ウ ィ ン ド ウ を開 く ために [Installation Partitions] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Installation Partitions] ウ ィ ン ド ウで、 次の手順を実行し ます。

a. [Select Disk] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 論理パーテ ィ シ ョ ン を作成するデ ィ ス ク を選択し
ます。

b. 対応するパーテ ィ シ ョ ンの詳細を表示する ためにデ ィ ス ク の名前を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ ス ク  エン ト リ が展開さ れ、 パーテ ィ シ ョ ン名、 ド ラ イ ブ文字、 フ ァ イル シ ス テム、 使
用さ れている領域 （MB 単位） が表示さ れます。

c. パーテ ィ シ ョ ン を編集する には、 次の手順を実行し ます。

 • 編集するパーテ ィ シ ョ ン を選択し、 [Edit] を ク リ ッ ク し ます。

[Edit Partition] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが表示さ れます。
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 • [Edit Partition] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次を実行し ます。

 – [Drive Letter] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 ド ラ イ ブを選択し ます。

 – [Size] テキ ス ト  フ ィ ール ド に、 パーテ ィ シ ョ ン  サ イ ズを入力し ます。

（注） サ イ ズは使用で き るデ ィ ス ク容量を超えてはな り ません。

 – [File system] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 フ ァ イル シ ス テム を選択し ます。

 – [OK] を ク リ ッ ク し て変更を保存し ます。

d. 新し いパーテ ィ シ ョ ン を作成する には、 次を実行し ます。

 • 空き領域を選択し、 [New] を ク リ ッ ク し ます。

[Create Partition] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

 • [Create Partition] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

 – [Driver Letter] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 ド ラ イ ブを選択し ます。

 – [Size] フ ィ ール ド で、 デ ィ ス ク  サ イ ズを編集し ます。

（注） サ イ ズは使用で き るデ ィ ス ク容量を超えてはな り ません。

 – [File System] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 フ ァ イル シ ス テム を選択し ます。

 – [OK] を ク リ ッ ク し ます。

e. パーテ ィ シ ョ ン を削除する には、 次の手順を実行し ます。

 • 削除するパーテ ィ シ ョ ン を選択し、 [Delete] を ク リ ッ ク し ます。

[OS Install] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

 • パーテ ィ シ ョ ン を削除する場合は [Yes] を ク リ ッ ク し ます。

（注） Red Hat Enterprise Linux では、 ルー ト およびス ワ ッ プ パーテ ィ シ ョ ンが必要です。 パー
テ ィ シ ョ ン作成プ ロ セス中でサ イ ズを指定し ない と 、 UCS-SCU はア ラー ト  メ ッ セージ
を生成し て、 別のパーテ ィ シ ョ ン設定を推奨し ます。 Linux のパーテ ィ シ ョ ンについて
習熟し ていない場合は、 こ れを受け入れます。

ネ ッ ト ワーク設定

ネ ッ ト ワーク設定では、 イ ン ス ト ール時にオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムに よ って検出される オン
ボー ド  ネ ッ ト ワーク  アダプ タ のネ ッ ト ワーク設定値を入力する こ と がで き ます。 これ ら の設
定は、 CIMC のネ ッ ト ワーク設定に影響を与え ません。 オペレーテ ィ ング  シ ス テム と  CIMC に
異な る  IP ア ド レ ス を設定する こ と を推奨し ます。 UCS-SCU で検出さ れた各ネ ッ ト ワーク  アダ
プ タ がネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス  カ ラ ムに一覧表示さ れます。 使用する オペレーテ ィ ン
グ  シ ス テムに よ って、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を イ ン ス ト ールし た後に、 イ ン ターフ ェ イ
ス名が異な る場合があ り ます。
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ネ ッ ト ワーク設定を行 う には、 次の手順に従って く だ さ い。

ステ ッ プ 1 [Network Settings] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

[Network Settings] ウ ィ ン ド ウに、 使用で き る ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ スの リ ン ク  ス テー
タ ス と 、 対応する  IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト  マ ス ク 、 ゲー ト ウ ェ イ、 DNS、 リ ン ク  ス テータ ス、
ベンダー、 タ イ プ、 および MAC ア ド レ スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [Network Mapping] ウ ィ ン ド ウ で、 次を実行し ます。

a. [Work Group] ま たは [Network Domain] 領域で、 次のいずれかのオプシ ョ ン を選択し ます。

 • ネ ッ ト ワーク ま たは ド メ イ ン を追加する必要がない場合は、 [No network] ま たは [No 
domain] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し ます。 [Work Group Name] フ ィ ール ド にワーク  グルー
プ名を入力し ます。 最大文字数は 20 文字です。

 • [Join this Domain] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し、 次を実行し ます。

 – [Domain Name] テキ ス ト  フ ィ ール ド に、 ド メ イ ンの名前を入力し ます。 最大文字数は 
20 文字です。

 – [Domain Username] に、 ド メ イ ンのユーザ名を入力し ます。 最大文字数は 20 文字です。

 – ド メ イ ン パス ワード で、 ド メ イ ンのパス ワード を入力し ます。 最大文字数は 20 文字です。

b. リ モー ト  ア ク セス設定の [Enable Remote Access (RDP)] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択ま たは選
択解除し ます。

c. フ ァ イ ア ウ ォール設定の [Disable Firewall] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択ま たは選択解除し ます。

d. [DNS Suffix/Domain] フ ィ ール ド に、 ド メ イ ンの DNS サフ ィ ッ ク ス を指定し ます。 最大文
字数は 25 文字です。

e. [DNS Suffix Search Order 1] フ ィ ール ド に、 DNS サフ ィ ッ ク スの検索順序を入力し ます。 最
大文字数は 25 文字です。

f. [DNS Suffix Search Order 2] フ ィ ール ド に、 も う  1 つの DNS サフ ィ ッ ク スの検索順序を入力
し ます。 最大文字数は 25 文字です。

g. [Proxy Address] フ ィ ール ド に、 プ ロ キシ  サーバの IP ア ド レ ス ま たは名前を入力し ます。 最
大文字数は 30 文字です。

h. [Port] フ ィ ール ド に、 プロ キシ サーバのポー ト 番号を入力し ます。 最大文字数は 5 文字です。

i. 次の操作を実行し て、 ネ ッ ト ワーク設定を編集し ます。

 • ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を選択し、 [Edit] を ク リ ッ ク し ます。

[Network Settings] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

 • [IP Address from DHCP server] ま たは [Static IP Address] を選択し ます。[Static IP Address] を
選択し た場合は、 次の手順を実行し ます。

 – [IP Address] フ ィ ール ド に、 IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Subnet Mask] フ ィ ール ド に、 サブネ ッ ト の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Gateway] フ ィ ール ド に、 ゲー ト ウ ェ イ  IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [DNS] フ ィ ール ド に、 DNS の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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インス ト ール ド ラ イバ

UCS-SCU は、 ド ラ イバの ソースから ダウ ン ロード される使用可能なすべての ド ラ イバを表示し
ます。 イ ン ス ト ールし ない ド ラ イバを選択解除し ます。 RAID ボ リ ュームにオペレーテ ィ ング シ
ステムを イ ン ス ト ールする場合は、 適切な RAID コ ン ト ローラ用の ド ラ イバを選択し ます。

イ ン ス ト ール ド ラ イバを設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Installation Drivers] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ 2 [Choose Drivers to Install] テーブルか ら、 イ ン ス ト ールする ド ラ イバを選択し ます。

ド ラ イバが [Choose Drivers to Install] テーブルにない場合は、 [Installation Drivers] ツールバーを
使用し て ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド し ます。 ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド する には、 次のいずれかの
オプシ ョ ン を選択し ます。

 • 「Cisco.com か ら のダ ウ ン ロー ド 」 （P.6-8）

 • 「SCU ブー ト  メ デ ィ アか ら のダ ウ ン ロー ド 」 （P.6-9）

 • 「ネ ッ ト ワーク共有か ら のダ ウ ン ロー ド 」 （P.6-9）

 • 「USB か ら のダ ウ ン ロー ド 」 （P.6-10）

Cisco.com からのダウンロー ド

Cisco サポー ト  Web サイ ト から最新の ド ラ イバをダウ ン ロードするには、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [From Cisco.com] を ク リ ッ ク し ます。

（注） ダウ ン ロード中に、 サーバが 1 つのネ ッ ト ワークだけに接続されている こ と を確認し ます。

ネ ッ ト ワーク が設定さ れていない場合や、 ユーザの資格情報が入力されていない場合は、
[Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク が設定さ れてい る
場合や、 ユーザの資格情報が入力さ れている場合は、 [Select Device Packages] ダ イ ア ロ グボ ッ
ク スが表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク を設定する必要があ る場合は、 ス テ ッ プ 2 に進みます。
ネ ッ ト ワーク を設定する必要がない場合は、 ス テ ッ プ 3 に進みます。

ステ ッ プ 2 [Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

a. ネ ッ ト ワーク を設定する には、 IP ア ド レ ス を入力し ます。 設定のネ ッ ト ワーク についての
詳細については、 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.3-5） を参照し て く だ さ い。

b. [User Name] フ ィ ール ド に、 cisco.com のユーザ名を入力し ます。 最大文字数は 45 文字です。

c. [Password] フ ィ ール ド に、 cisco.com のパス ワード を入力し ます。 最大文字数は 45 文字です。

ステ ッ プ 3 [Select Device Packages] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スで、 必要な ド ラ イバ パ ッ ケージを選択し、 [OK] を
ク リ ッ ク し ます。

進捗 メ ッ セージが表示さ れ、 [Choose Drivers to Install] テーブルに ド ラ イバの リ ス ト が設定さ れ
ます。
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SCU ブー ト  メ デ ィ アからのダウンロー ド

Tools and Drivers CD に格納さ れている ド ラ イバ パ ッ ケージを直接使用する には、 こ の手順を実
行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [From SCU Boot media] を ク リ ッ ク し ます。

進捗 メ ッ セージが表示さ れ、 [Choose Drivers to Install] テーブルに ド ラ イバの リ ス ト が設定さ れ
ます。

（注） UCS-SCU はデフ ォル ト で こ のオプシ ョ ン を選択し ます。

ネ ッ ト ワーク共有からのダウンロー ド

ネ ッ ト ワーク共有フ ォルダに格納さ れている ド ラ イバ パ ッ ケージをダ ウ ン ロー ド する には、 次
の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [From Network Share] を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク が設定さ れていない場合や、 ユーザの資格情報が入力されていない場合は、
[Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク が設定さ れてい る
場合や、 ユーザの資格情報が入力さ れてい る場合は、 [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが
表示さ れます。 ネ ッ ト ワーク を設定する必要があ る場合は、 ス テ ッ プ 2 に進みます。 ネ ッ ト
ワーク を設定する必要がない場合は、 ス テ ッ プ 3 に進みます。

ステ ッ プ 2 [Network Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ネ ッ ト ワーク を設定する には、 IP ア ド レ ス を
入力し ます。 ネ ッ ト ワーク の設定方法の詳細については、 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.3-5） を参
照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 3 表示さ れた [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

a. [User Name] フ ィ ール ド に、 ネ ッ ト ワー ク  ロ ケーシ ョ ンへの ロ グ イ ン名を入力し ます。

b. [Password] フ ィ ール ド に、 ネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンへのパス ワー ド を入力し ます。

c. [Network Location] フ ィ ール ド に、 ド ラ イバが格納さ れている  zip フ ォルダのパス名を入力
し ます。

d. [Connect] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに、 ド ラ イバが格納さ れている  zip フ ォルダの一覧が表示さ
れます。

e. zip フ ァ イルを選択し ます。

f. [Open] を ク リ ッ ク し ます。

選択し た zip フ ァ イルが [Network Location] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スのパ ッ ケージ名 と し て表示
さ れます。

g. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

進捗 メ ッ セージが表示さ れ、 [Choose Drivers to Install] テーブルに ド ラ イバの リ ス ト が設定さ れ
ます。
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USB からのダウンロー ド

USB キーま たは USB ハー ド  ド ラ イ ブに保存さ れている ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド する には、 次
の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 ツールバーの [From USB] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに USB のフ ォルダの一覧が表示さ れます。

ステ ッ プ 2 ド ラ イバが格納さ れた zip フ ァ イルを参照し ます。

ステ ッ プ 3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

進捗 メ ッ セージが表示さ れ、 [Choose Drivers to Install] テーブルに ド ラ イバの リ ス ト が設定さ れ
ます。

Linux Server Series オペレーテ ィ ング システムのインス ト ール

Linux オペレーテ ィ ング  シ ス テム を無人イ ン ス ト ールする には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 無人オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  イ ン ス ト ールの機能エ リ アを開始する には、 左側のナビゲー
シ ョ ン  ペイ ンで [OS Install] を ク リ ッ ク し ます。

[OS Install] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [RHEL] オプシ ョ ン  ボ タ ン を ク リ ッ ク し、 [Operating System] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら オペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テム を選択し ます 

[Default Settings] 領域 と 、[Quick Install] およびカ ス タ ム  [Custom Install] ボ タ ンが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Custom Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 新し い [OS Install] ページが、 次の
折 り たたみ可能ウ ィ ン ド ウの リ ス ト と と も に表示さ れます。

 • [Basic Configuration] ： パーソナラ イ ズ設定を実行するには、 「基本設定」 （P.6-11） に進みます。

 • [Installation Partitions] ： イ ン ス ト ールのパーテ ィ シ ョ ン を設定する には、 「イ ン ス ト ール 
パーテ ィ シ ョ ン」 （P.6-5） に進みます。

 • [Package Selection] ： パ ッ ケージの選択を設定する には、 「パ ッ ケージの選択」 （P.6-11） に
進みます。

 • [Network Settings] ： ネ ッ ト ワーク を設定するには、 「ネ ッ ト ワーク設定」 （P.6-11） に進みます。

 • [Installation Drivers] ： ド ラ イバを設定する には、 「イ ン ス ト ール ド ラ イバ」 （P.6-8） に進み
ます。

ステ ッ プ 4 [Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 [OS Install] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが
表示さ れます。

ステ ッ プ 5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 UCS-SCU メ デ ィ アを取 り 出し、 必要なオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  CD を挿入し ます。
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基本設定

基本的な設定を行 う には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Basic Configuration] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ 2 [Basic Configuration] ウ ィ ン ド ウ で、 次を実行し ます。

a. [Root Password] フ ィ ール ド に、 ルー ト  パス ワー ド を入力し ます。

b. [Confirm Root Password] フ ィ ール ド に、 ルー ト  パス ワー ド を再入力し ます。

c. [Default Language] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 デフ ォル ト の言語を選択し ます。

d. [Keyboard] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 キーボー ド  レ イ ア ウ ト の タ イ プを選択し ます。

e. [Time Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 時間帯を選択し ます。

f. [Additional Languages] リ ス ト で、 該当するすべての言語を選択し ます。

パッ ケージの選択

パ ッ ケージの選択を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Package Selection] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ 2 該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をすべてオンに し ます。

ネ ッ ト ワーク設定

ネ ッ ト ワーク設定を行 う には、 次の手順に従って く だ さ い。

ステ ッ プ 1 [Network Settings] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

[Network Settings] ウ ィ ン ド ウに、 使用で き る ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ スの リ ン ク  ス テー
タ ス と 、 対応する  IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト  マ ス ク 、 ゲー ト ウ ェ イ、 DNS、 リ ン ク  ス テータ ス、
ベンダー、 タ イ プ、 および MAC ア ド レ スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 ネ ッ ト ワーク設定を編集する には、 次を実行し ます。

a. ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を選択し、 [Edit] を ク リ ッ ク し ます。

[Network Settings] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが表示さ れます。

b. [System Settings] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

 • [IP Address from DHCP server] ま たは [Static IP Address] を選択し ます。[Static IP Address] を
選択し た場合は、 次の手順を実行し ます。

 – [IP Address] フ ィ ール ド に、 IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Subnet Mask] フ ィ ール ド に、 サブネ ッ ト の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Gateway] フ ィ ール ド に、 ゲー ト ウ ェ イ  IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [DNS] フ ィ ール ド に、 DNS の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 • [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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SUSE Linux サーバ オペレーテ ィ ング システムのインス ト ール

SLES オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの無人イ ン ス ト ールを実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの無人イ ン ス ト ールの機能エ リ アを開始する には、 左側のナビゲー
シ ョ ン  ペイ ンで [OS Install] を ク リ ッ ク し ます。

[OS Install] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 [SLES] オプシ ョ ン  ボ タ ン を ク リ ッ ク し、 [Operating System] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら オペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テム を選択し ます.

[Default Settings] 領域 と 、[Quick Install] およびカ ス タ ム  [Custom Install] ボ タ ンが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [Custom Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 新し い [OS Install] ページが、 次の
折 り たたみ可能ウ ィ ン ド ウの リ ス ト と と も に表示さ れます。

 • [Basic Configuration] ： パーソナラ イ ズ設定を実行するには、 「基本設定」 （P.6-11） に進みます。

 • [Installation Partitions] ： イ ン ス ト ールのパーテ ィ シ ョ ン を設定する には、 「イ ン ス ト ール 
パーテ ィ シ ョ ン」 （P.6-5） に進みます。

 • [Package Selection] ： パ ッ ケージの選択を設定する には、 「パ ッ ケージの選択」 （P.6-11） に
進みます。

 • [Network Settings] ： ネ ッ ト ワーク を設定するには、 「ネ ッ ト ワーク設定」 （P.6-11） に進みます。

 • [Installation Drivers] ： ド ラ イバを設定する には、 「イ ン ス ト ール ド ラ イバ」 （P.6-8） に進み
ます。

ステ ッ プ 4 [Install] を ク リ ッ ク し ます。

実行中の作業 と 完了率を示す経過表示バーが表示さ れます。 [OS Install] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが
表示さ れます。

ステ ッ プ 5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 UCS-SCU メ デ ィ アを取 り 出し、 必要なオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  CD を挿入し ます。

基本設定

基本的な設定を行 う には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Basic Configuration] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ 2 [Basic Configuration] ウ ィ ン ド ウ で、 次を実行し ます。

 • [Root Password] フ ィ ール ド に、 ルー ト  パス ワー ド を入力し ます。

 • [Confirm Root Password] に、 ルー ト  パス ワー ド を再入力し ます。

 • [Default Language] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 デフ ォル ト の言語を選択し ます。

 • [Keyboard] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 キーボー ド  レ イ ア ウ ト の タ イ プを選択し ます。

 • [Time Zone] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 時間帯を選択し ます。
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パッ ケージの選択

パ ッ ケージの選択を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [Package Selection] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ 2 該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をすべてオンに し ます。

ネ ッ ト ワーク設定

ネ ッ ト ワーク設定を行 う には、 次の手順に従って く だ さ い。

ステ ッ プ 1 [Network Settings] を ク リ ッ ク し て、 対応する ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

[Network Settings] ウ ィ ン ド ウに、 使用で き る ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ スの リ ン ク  ス テー
タ ス と 、 対応する  IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト  マ ス ク 、 ゲー ト ウ ェ イ、 DNS、 リ ン ク  ス テータ ス、
ベンダー、 タ イ プ、 および MAC ア ド レ スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 ネ ッ ト ワーク設定を編集する には、 次を実行し ます。

a. ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を選択し、 [Edit] を ク リ ッ ク し ます。

[Network Settings] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

b. [System Settings] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スで、 次の手順を実行し ます。

 • [IP Address from DHCP server] ま たは [Static IP Address] を選択し ます。[Static IP Address] を
選択し た場合は、 次の手順を実行し ます。

 – [IP Address] フ ィ ール ド に、 IPv4 ア ド レ ス を入力し ます

 – [Subnet Mask] フ ィ ール ド に、 サブネ ッ ト の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [Gateway] フ ィ ール ド に、 ゲー ト ウ ェ イ  IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 – [DNS] フ ィ ール ド に、 DNS の IPv4 ア ド レ ス を入力し ます。

 • [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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診断ツール

Cisco サーバのハー ド ウ ェ ア上の問題を診断する には、 診断ツールを使用で き ます。 ユーザ イ
ン ターフ ェ イ スはテ ス ト 実行のス テータ ス を表示し、 ハー ド ウ ェ アの問題を解決する ために ロ
グ  フ ァ イルを検査し ます。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「診断ツールの機能」 （P.7-1）

 • 「診断ツールの使用」 （P.7-2）

診断ツールの機能
診断ツールを使用し て次の こ と が可能です。

 • さ ま ざ ま なサーバ コ ンポーネン ト に対し てテ ス ト を実行し、 ハー ド ウ ェ アの問題を見つけ
た り 、 テ ス ト 結果を表形式で分析する。

 • 使用可能なテ ス ト を閲覧する こ と な く 、 ク イ ッ ク  タ ス ク機能を使用し てすべてのテ ス ト を
実行する。

 • い く つかのテ ス ト を並行し て実行する と 、 他のテ ス ト に干渉する可能性があ る ため、 逐次
テ ス ト を実行する。

 • デフ ォル ト と は異な る別の引数値を入力し て、 テ ス ト を設定する。

 • テ ス ト  ス イー ト 機能を使用し て、 実行する テ ス ト を選択する。

 • 外部 USB フ ラ ッ シ ュ  ド ラ イ ブに、 SEL ロ グなどのすべてのテ ス ト  ロ グ を保存する。

 • サーバの現在の状態を調べ、 ハー ド ウ ェ アの問題を表示する。
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表 7-1 で、 特定の診断機能を使用すべき場合について説明し ます。

診断ツールの使用
こ こ では、 診断ツール コ ンポーネン ト を使用する手順について説明し ます。 内容は次の と お り
です。

 • 「ク イ ッ ク  テ ス ト 」 （P.7-3）

 • 「包括的テ ス ト 」 （P.7-4）

 • 「ク イ ッ ク  タ ス ク」 （P.7-5）

 • 「テ ス ト  ス イー ト 」 （P.7-5）

 • 「テ ス ト  ロ グの概要」 （P.7-5）

 • 「非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ オフ ラ イ ン診断」 （P.7-6）

表 7-1 診断の使用

診断コ ンポーネン ト 機能

ク イ ッ ク  テ ス ト 所定の期間内のサブシ ス テムのス テータ ス をすばや く 確認する場
合は、 こ のテ ス ト を使用し ます。 ク イ ッ ク  テ ス ト でテ ス ト で き る
コ ンポーネン ト は、 プ ロ セ ッ サ、 キ ャ ッ シ ュ、 メ モ リ 、 デ ィ ス ク、
ビデオ、 ネ ッ ト ワーク、 QPI、 CIMC、 RAID およびチ ッ プセ ッ ト
です。

包括的テ ス ト サブシ ス テム を詳細にテ ス ト する場合は、 こ のテ ス ト を使用し ま
す。 こ れら のテ ス ト は、 サブシ ス テムに負荷を加え、 エ ラーを報
告する よ う に設計さ れています。 実行で き る テ ス ト は、 プ ロ セ ッ
サ、 メ モ リ 、 QPI、 デ ィ ス ク、 および NUMA です。

ク イ ッ ク  タ ス ク 包括的テ ス ト と ク イ ッ ク  テ ス ト の両方が統合さ れたテ ス ト を実行
で き ます。 ク イ ッ ク  タ ス ク を使用し て、 両方の種類のテ ス ト を実
行で き ます。

テ ス ト  ス イー ト ク イ ッ ク  テス ト と包括的テス ト で使用可能なすべてのテス ト は、 こ
こで使用でき ます。 テス ト  ス イー ト では、 必要な数のテス ト を選択
し （チェ ッ ク ボ ッ ク ス を使用）、 これら を同時に実行でき ます。

テ ス ト  ロ グの概要 実行し たすべてのテ ス ト の ロ グ、 エ ラー ロ グ、 分析を表示する に
は、 テ ス ト  ロ グの概要を使用し ます。 ロ グ を ソー ト する ため、 4 
つのフ ィ ルタ を使用で き ます。

テ ス ト の要約 左側のナビゲーシ ョ ンの こ のテーブルは、 実行し たテ ス ト の結果
を、 合格し たテ ス ト 、 キ ューに格納さ れている テ ス ト 、 不合格
だったテ ス ト の形式で表示し ます。
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ク イ ッ ク  テス ト

ハー ド ウ ェ アの問題を特定する ために、 こ れら のテ ス ト をすばや く 実行で き ます。 これ ら のテ
ス ト は、 通常 20 ～ 30 分かか り 、 少数のサブシ ス テムの限定さ れた機能をテ ス ト し ます。 包括
的なテ ス ト では、 よ り 網羅的な診断を行います。

ク イ ッ ク  テ ス ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンか ら  [Diagnostic Tools] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Tests] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Quick Test] 折 り たたみボ タ ン を ク リ ッ ク し、 実行可能な ク イ ッ ク  テ ス ト の種類を表示し ます。

ステ ッ プ 4 サブシ ス テム （ メ モ リ 、 ビデオ、 ネ ッ ト ワーク など） を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 コ ンテン ツ  ペイ ンで [Run Test] を ク リ ッ ク し ます。

テ ス ト が実行さ れ、 ス テータ スが [Tests Status] 領域に表示さ れます。

表 7-2 で、 ク イ ッ ク  テ ス ト で網羅さ れるサブシ ス テムについて説明し ます。

表 7-2 ク イ ッ ク  テス ト

Test 説明

Processor Test プ ロ セ ッ サ固有のテ ス ト を実行し ます。 こ のテ ス ト は、 使用可能
なすべての コ アで演算 と 浮動小数点操作を実行し ます。 ま た、 テ
ス ト 期間を指定で き ます。

Cache Test CPU キ ャ ッ シ ュ を調べる ためのテ ス ト を実行し、 訂正可能および
訂正不可能なキ ャ ッ シ ュ  エ ラーを確認し ます。

Memory Test DIMM および メ モ リ  コ ン ト ローラ をテ ス ト し ます。

Disk Test 各デ ィ ス ク をブ ロ ッ ク単位で読み込むこ と で、 シ ス テムで使用可
能なデ ィ ス ク をテ ス ト し ます。

Video Test ビデオ メ モ リ に負荷を与え る テ ス ト を実行し ます。

Network Test 内部ループバ ッ ク  テ ス ト 、 レ ジ ス タ  テ ス ト 、 Electrically Erasable 
Programmable Read Only Memory （EEPROM） テ ス ト 、 および割 り
込みテ ス ト を実行し て、 使用で き る ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ
ス をテ ス ト し ます。

QPI Test 高速パス相互接続のフ ァ ブ リ ッ ク をテ ス ト し ます。

CIMC Test IPMI イ ン ターフ ェ イ ス を介し て  CIMC のセルフ  テ ス ト を実行し、
SEL の十分性を確認し ます。

Chipset Test チ ッ プセ ッ ト を確認する ためのテ ス ト を実行し、 チ ッ プセ ッ ト の 
RAS レ ジ ス タ にエ ラーが記録されないかど う かを確認し ます。

RAID Adapter Test LSI MegaRAID 9361-8i コ ン ト ローラ と バ ッ テ リ  バ ッ ク ア ッ プ ユ
ニ ッ ト の診断を検査する テ ス ト を実行し ます。
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包括的テス ト

包括的テ ス ト は、 何時間も実行さ れ、 ク イ ッ ク  テ ス ト でサーバの問題を診断で き ない場合に実
行さ れます。 こ のテ ス ト は、 複数のハー ド ウ ェ ア  コ ンポーネン ト をテ ス ト し、 サーバの複数の
コ ンポーネン ト が原因で発生する可能性のあ る問題を検出する よ う に設計されています。

個々のテ ス ト はユーザ定義の条件をテ ス ト する よ う にカ ス タ マ イ ズで き ます。 一群のテ ス ト を
実行する こ と も で き ます。

包括的テ ス ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンか ら  [Diagnostic Tools] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Tests] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Comprehensive Test] 折 り たたみボ タ ン を ク リ ッ ク し、 実行可能な包括的テ ス ト の種類を表示
し ます。

ステ ッ プ 4 サブシ ス テム （プ ロ セ ッ サ、 メ モ リ 、 ま たはネ ッ ト ワーク など） を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 コ ンテン ツ  ペイ ンで、 [Run Tests] を ク リ ッ ク し ます。

テ ス ト が実行さ れ、 ス テータ スが [Tests Status] 領域に表示さ れます。

表 7-3 で、 包括的テ ス ト で網羅さ れるサブシ ス テムについて説明し ます。  
表 7-3 包括的テス ト  

Test 説明

Processor Stress Test シ ス テムの CPU および メ モ リ に最大負荷を課し ます。 こ のテ ス ト
を実行する時間 （分） を設定で き ます。

Memory Pattern Test メ モ リ に さ ま ざ ま なパターン を書き込んで読み込み、 使用で き る
空き メ モ リ をテ ス ト し ます。

QPI Stress Test NUMA ノ ー ド 間の ト ラ フ ィ ッ ク を生成し、 QPI 相互接続に負荷を
与え る ためのテ ス ト を事項し ます。

Smart Disk Test 各デ ィ ス ク をブ ロ ッ ク単位で読み込むこ と で、 シ ス テムで使用可
能なデ ィ ス ク をテ ス ト し ます。

NUMA Test NUMA の メ モ リ  ア ク セス  パターンに負荷を与え、 エ ラーがないか
ど う かを確認する ためのテ ス ト を実行し ます。

VDisk Stress Test システムの仮想デ ィ ス クに負荷を与えるテス ト を実行し ます。 仮想
デ ィ ス クのサイ ズによ っては、 このテス ト は長時間実行されます。
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ク イ ッ ク  タ スク

ク イ ッ ク  タ ス ク では、 診断ツールをただちに開始する こ と がで き ます。 こ こ か らすべてのテ ス
ト （ク イ ッ クおよび包括的） を実行し て、 シ ス コ に詳細を報告し、 ロ グ を ト ラ ブルシ ューテ ィ
ン グ し た り 、 シ ス テムの問題に関する情報を提供する こ と がで き ます。 こ の機能を使用する に
は、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンか ら  [Diagnostic Tools] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [Quick Tasks] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 ツールバーか ら  [Run Quick Tests] ま たは [Run Comprehensive Test] を選択し ます。

ス テータ スは、 [Test Status] ペイ ンに表示さ れます。 ま た、 [Tests log summary] で詳細なテ ス ト
結果を参照で き ます。

テス ト  スイー ト

テ ス ト  ス イー ト を使用する と 、 ク イ ッ ク  テ ス ト と 包括テ ス ト を一括し て実行する こ と がで き
ます。 使用可能な さ ま ざ ま なテ ス ト が、 テ ス ト の種類、 テ ス ト の説明 と と も に一覧表示されま
す。 リ ス ト か ら実行する任意の数のテ ス ト を選択し、 [Tests Status] カ ラ ムでテ ス ト の結果を参
照で き ます。

テ ス ト  ス イー ト を実行する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンか ら  [Tests Suite] を ク リ ッ ク し ます

ステ ッ プ 2 必要なチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し て実行する テ ス ト を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Run Tests Suite] を ク リ ッ ク し、 テ ス ト  ス イー ト に追加し たテ ス ト を実行し ます。

ス テータ スは、 名前、 ス イー ト  ID、 結果、 開始時刻および終了時刻 と と も に、 [Tests Status] ペ
イ ンに表示さ れます。 ま た、 テ ス ト  ロ グの概要を表示し て、 テ ス ト  ス イー ト 中のテ ス ト の実
行ス テータ ス を参照で き ます。

テス ト  ログの概要

ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ用にテ ス ト  ロ グ を調べる場合に、 テ ス ト  ロ グの概要機能を使用し ま
す。 テ ス ト ロ グの概要を表示する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Diagnostic Tools] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Tests Log Summary] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 フ ィ ルタ  ド ロ ッ プダ ウ ンか ら フ ィ ルタ を選択し、 [Go] を ク リ ッ ク し ます。 テ ス ト のス テータ
ス、 結果、 開始時刻 と 終了時刻が表示さ れます。

ステ ッ プ 4 詳細については、 特定の ロ グ  エン ト リ を ク リ ッ ク し ます （た と えば、 [memory test] を ク リ ッ
ク し ます）。

ロ グ、 エ ラー ロ グ （テ ス ト に失敗し た場合）、 特定のテ ス ト の分析が コ ンテン ツ  ペイ ンに表示
さ れます。
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  診断ツールの使用
テス ト の要約

左のナビゲーシ ョ ン領域の [Test Summary] テーブルには、 合格し たテ ス ト 、 キ ュー内のテ ス
ト 、 および不合格だったテ ス ト の要約が表示さ れます。

非イン タ ラ クテ ィ ブ オフ ラ イン診断

CIMC バージ ョ ン  1.5(2) 以降の Cisco UCS C-series サーバは、XMLAPI イ ン ターフ ェ イ ス を使用
し て、 手動に よ る介入な し でサーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト の実行をサポー ト し ます。 XMLAPI ク ラ
イ アン ト を使用し て  C-Series サーバでサーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理を実行し、 SFTP ま たは 
SCP のいずれかを無人で使用し て、 サーバ スナ ッ プシ ョ ッ ト の出力結果を別のマシン
（Windows ま たは UNIX） に コ ピーで き ます。 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ オフ ラ イ ン診断は、 複数の 
C-series サーバで同時に実行で き、 ロ グ を リ モー ト  サーバに自動的にアーカ イ ブで き ます。

XML API の使用の詳細については、 次の URL にあ る 『Cisco UCS Rack-Mount Servers CIMC 
XML API Programmer's Guide』 を参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/c/sw/api/b_cimc_api_book.html
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ブー ト 順と  RAID レベルの設定

サーバ設定機能を使用し て、 サーバ BIOS のブー ト 順の設定 と  RAID 設定を設定で き ます。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「ブー ト 順の設定」 （P.8-1）

 • 「RAID 設定」 （P.8-2）

ブー ト 順の設定 
UCS-SCU は、 サーバのすべてのブー ト 可能デバイ スの リ ス ト を表示し ます。

サーバの BIOS ブー ト 順を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで、 [Server Configuration] を ク リ ッ ク し、 [Boot order 
Configuration] を ク リ ッ ク し ます。 [Device Types and Boot Order] カ ラ ム間で矢印キーを使用し
て、 ブー ト 順の設定に参加させるデバイ ス を選択で き ます。

ステ ッ プ 2 [Device Types] カ ラ ムのデバイ ス を強調表示し （[HDD]、 [CD/DVD]、 [Internal EFI Shell]、
[Network Devices]、 ま たは [FDD] か ら選択し ます）、 左か ら右の矢印キーを ク リ ッ ク し て希望
のサーバ ブー ト 順を配置し て、 [Apply] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Apply] を ク リ ッ ク し ます。

ブー ト 順は、 サーバに保存さ れます。

ステ ッ プ 4 [Reset] を ク リ ッ ク し て、 ブー ト 順序を リ セ ッ ト し ます。

（注） シ ス テムで、 各コ ンポーネン ト の下に複数のブー ト  デバイ スがあ る場合 （た と えば、 シ ス テム
の同じ コ ン ト ローラや CD ド ラ イ ブの下に複数のブー ト 可能なハー ド  デ ィ ス ク があ る場合）、
SCU は こ の情報を表示し ません。 BIOS を入力し、 こ れら のサブ コ ンポーネン ト の順序を手動
で設定する必要があ り ます。
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  RAID 設定
RAID 設定
RAID 設定機能を使用し て、 オンボー ド ま たは PCIe でサポー ト さ れる  RAID コ ン ト ローラ  カー
ド を設定で き ます。

シ ス テムに複数の RAID コ ン ト ローラ があ る場合、 UCS-SCU は、 [RAID Configuration] ページ
に、 すべての使用可能な RAID カー ド と 、 物理および論理デ ィ ス ク の リ ス ト を表示し ます。

次の RAID 設定オプシ ョ ン を使用で き ます。

 • 冗長性を伴 う 自動セ ッ ト ア ッ プ

 • 冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プ

 • 単一の RAID レベル ： RAID 0、 RAID 1、 RAID 5、 および RAID 6

 • ネ ス ト さ れた RAID レベル ： RAID 10、 RAID 50、 および RAID 60

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「RAID 設定ページの コ ンポーネン ト 」 （P.8-2）

 • 「RAID ア レ イ の設定」 （P.8-4）

 • 「RAID ア レ イ の ク リ ア」 （P.8-8） 

RAID 設定ページのコ ンポーネン ト

こ こ では、 RAID 設定ページについて説明し ます。 内容は次の と お り です。

 • 「物理デ ィ ス ク  テーブル」 （P.8-2）

 • 「論理デ ィ ス ク  テーブル」 （P.8-3）

物理デ ィ スク  テーブル

[RAID Configuration] ページの [Physical Disks] テーブルには、 次の内容が一覧表示さ れます。

 • [ID] ： 物理デ ィ ス ク の識別番号。

 • [Slot] ： 物理デ ィ ス ク が属する ス ロ ッ ト 。

 • [State] ： デ ィ ス ク のス テータ ス。 さ ま ざ ま なデ ィ ス ク状態の詳細については、 表 8-1を参照
し て く だ さ い。

 • [Size] ： 物理デ ィ ス ク のサ イ ズ。

 • [Device Speed] ： コ ン ト ローラ のデ ィ ス ク  ア ク セス速度。

 • [Link Speed] ： コ ン ト ローラ の リ ン ク速度。

 • [Logical Disk] ： 物理デ ィ ス ク が属する論理デ ィ ス ク。

表 8-1 で、 ま ざ ま なデ ィ ス ク  ス テータ ス状態について説明し ます。

表 8-1 デ ィ スク  ステータ ス状態 

ステー タ ス状態 説明

Online ド ラ イ ブが別のア レ イ ですでに使用さ れています。

Global Hotspare 障害が発生し た ド ラ イ ブが、 ホ ッ ト  スペア  ド ラ イ ブの容量以下で
あ る場合に、 ド ラ イ ブ障害があ る シ ス テム内のア レ イ を修復する
ために使用さ れます。
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  RAID 設定   
論理デ ィ スク  テーブル

[RAID Configuration] ページの論理デ ィ ス ク  ペイ ンには、 論理デ ィ ス ク に関する情報が表示さ
れます。

表 8-2 で、 RAID ア レ イ の属性について説明し ます。

Unconfigured Good ド ラ イ ブは未使用ま たは使用可能です。

Ready ド ラ イ ブはオン ラ イ ンで、 正し く 動作し ています。

Offline ド ラ イ ブはオフ ラ イ ン ま たは存在し ません。 ド ラ イ ブがオン ラ イ
ンにな る まで、 ド ラ イ ブに対する操作は実行で き ません。

Unconfigured Bad ド ラ イ ブが動作し ておらず、 交換する必要があ り ます。

ス テータ スが 「Unconfigured bad」 のデ ィ ス ク は、 RAID 設定で使
用で き ません。

Foreign ド ラ イ ブが、 他の コ ン ト ローラ で作成さ れたア レ イ か、 あ る エン
ク ロージ ャ内で作成さ れ、 同じ コ ン ト ローラ の別のエン ク ロー
ジ ャ に移動さ れたア レ イ に属し ています。 設定を削除し た後、 新
し いア レ イ の作成に使用で き ます。

表 8-1 デ ィ スク  ステータ ス状態 （続き）

ステー タ ス状態 説明

表 8-2 RAID アレ イの属性

オプシ ョ ン 説明

ID 論理デ ィ ス ク の一意の ID。

Size 論理 ド ラ イ ブのサ イ ズ。 最大値は、 選択し た RAID レベル と 、 関係する
物理デ ィ ス ク のサ イ ズに よ って異な り ます。

Primary RAID 
level

RAID 0 （データ  ス ト ラ イ ピ ング）、 1 （デ ィ ス ク  ミ ラー リ ン グ）、 5 （パ
リ テ ィ を ス ト ラ イ プ し たデータ  ス ト ラ イ ピ ン グ）、 6 （分散パ リ テ ィ と
デ ィ ス ク  ス ト ラ イ ピ ン グ）。

Secondary 
RAID level 

ネ ス ト さ れた RAID レベルのみに適用さ れます。

Stripe size すべてのデ ィ ス ク のデータ  ス ト ラ イ プのサ イ ズ。 各物理デ ィ ス ク のデー
タ  ス ト ラ イ プは こ れよ り も小さ く な り ます。 すべてのス ト ラ イ プの合計
がス ト ラ イ プのサ イ ズにな り ます。

Read policy No Read Ahead、 Read Ahead、 Adaptive。 Read Ahead では、 追加で連続
する ス ト ラ イ プを読み込みます。 Adaptive では、 シーケ ンシ ャルな読み
込みに対し て Read Ahead が有効にな り 、 ラ ンダムな読み込みに対し て
無効にな り ます。

Write policy Write Through ま たは Write Back。 Write Through では、 データ がデ ィ ス ク
に書き込まれる と き に、 書き込み操作の I/O 完了が通知さ れます。 Write 
Back では、 データ がキ ャ ッ シ ュ に転送さ れる と き に、 I/O 完了が通知さ
れます。

Cache policy Direct I/O ま たは Cached I/O。 確認な し の読み書き操作を行 う 場合は 
Direct I/O を選択し ます。 すべての書き込み操作をキ ャ ッ シ ュ し、 読み
込み操作について最初にキ ャ ッ シ ュ を確認する には、 [Cached I/O] を選
択し ます。
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  RAID 設定
RAID アレ イの設定

未設定の正常なデ ィ ス ク のみを  RAID 設定に使用で き ます。 すでに RAID の一部になっている
デ ィ ス ク は RAID 設定に使用で き ません。

カ ス タ ム ま たは複数の RAID ア レ イ を作成する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで、 [Server Configuration] を ク リ ッ ク し、 [RAID configuration]  
を ク リ ッ ク し ます。

[RAID Configuration] ページに、 物理デ ィ ス クおよび論理デ ィ ス ク の リ ス ト が表示さ れます。

ステ ッ プ 2 ページの右上にあ る  [Configure RAID] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[RAID Configuration] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 [RAID level] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 次の RAID レベルの 1 つを選択し ます。

 • 「冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プ」 （P.8-5） 

 • 「冗長性を伴 う 自動セ ッ ト ア ッ プ」 （P.8-5）

（注） 冗長性の有無に関係な く 、 自動セ ッ ト ア ッ プは、 すべての既存の RAID ア レ イ を上書き
し ます。

 • 「Single-Level RAID の設定」 （P.8-6）

 • 「ネ ス ト さ れた RAID の設定」 （P.8-7）

ステ ッ プ 4 [Create Array] を ク リ ッ ク し ます。

（注） [Create Array] ボ タ ンは、 最低限必要な数の ド ラ イ ブ グループが作成さ れている と き に
だけ有効です。

経過表示バーが表示さ れ、 RAID 設定の完了を示す [RAID Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが
表示さ れます。

ステ ッ プ 5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[RAID Configuration] ページが表示さ れます。 次の内容を表示で き ます。

 • ド ラ イ ブ グループ情報は、 [Logical Disks] テーブルに表示されます。

 • 物理デ ィ ス ク情報は、 [Physical Disks] テーブルに表示されます。

 • ド ラ イ ブ グループに属する物理デ ィ ス ク のス テータ スが Online に変わ り 、 バ ッ ク ア ッ プ物
理デ ィ ス ク のス テータ スが Hot spare に変わ り ます。
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  RAID 設定   
冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プ

冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プでは、 1 つ以上のハー ド  ド ラ イ ブが必要です。 UCS-SCU 
は こ のオプシ ョ ンで RAID 0 を作成し ます。

表 8-3 に、 冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プで表示さ れるデフ ォル ト 値を示し ます。

（注） 共通パラ メ ータは、 合計サ イ ズを除き、 コ ン ト ローラ のデフ ォル ト 値です。

冗長性を伴う自動セ ッ ト ア ッ プ 

冗長性を伴 う 自動セ ッ ト ア ッ プは、 デフ ォル ト の RAID 設定のオプシ ョ ンです。 この設定では、
少な く と も  2 台の物理ド ラ イブが使用可能であ る必要があ り ます。 2 台の物理デ ィ ス クが使用でき
ない場合、 デフ ォル ト の RAID 設定は、 冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ップにな り ます。

表 8-4 に、 表示さ れるデフ ォル ト 値を示し ます。

（注） 共通パラ メ ータは、 合計サ イ ズを除き、 コ ン ト ローラ のデフ ォル ト 値です。

表 8-3 冗長性を伴わない自動セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト 値

パラ メ ー タ （Parameters） 値

Controller MegaRAID SAS <family>
RAID Level 0

Stripe Size 64

Read Policy No Read Ahead

Writer Policy Write Back

Cache Policy Direct IO

Size (MB) 物理デ ィ ス ク のサ イ ズに よ って異な り ます

表 8-4 冗長性を伴う自動セ ッ ト ア ッ プのデフ ォル ト 値

パラ メ ー タ （Parameters） 値

Controller MegaRAID SAS <family>
RAID Level 1

Stripe Size 64

Read Policy No Read Ahead

Writer Policy Write Back

Cache Policy Direct IO

Size (MB) 論理デ ィ ス ク のサ イ ズに よ って異な り ます
8-5
Cisco UCS Server Configuration Utility リ リ ース 3.1(6)      

OL-32048-01-J



第 8 章      ブー ト 順と  RAID レベルの設定          

  RAID 設定
Single-Level RAID の設定

Single-Level RAID を設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 [RAID] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 RAID レベルを選択し ます （0、 1、 5、 6 のいずれか）。

[Drive Groups] ペイ ンでは、 物理デ ィ ス クおよび ド ラ イ ブ グループの リ ス ト が表示されます。
物理デ ィ ス ク の詳細を表示する には、 ツールチ ッ プが表示される まで、 物理デ ィ ス ク の上に
カーソ ルを合わせます

ステ ッ プ 2 [Physical Disks] リ ス ト か ら、 [Drive Groups] リ ス ト に含める物理デ ィ ス ク を選択し ます。

表 8-5 に、 RAID レベルご と に必要な物理デ ィ ス ク の最小数を示し ます。

ステ ッ プ 3 [Create Drive Group] を ク リ ッ ク し ます。

（注） [Create Drive Group] ボ タ ンは、 RAID レベルに必要な最低限の数の物理デ ィ ス ク を選択
する まで無効な ま まにな り ます。

選択し た物理デ ィ ス ク が [Drive Groups] リ ス ト に追加されます。

（注） [Delete Drive Group] ボ タ ンは、 ド ラ イ ブ グループが作成さ れる まで無効な ま まにな り
ます。

ステ ッ プ 4 [Physical Disks] リ ス ト か ら、 ホ ッ ト  スペア  ド ラ イ ブま たはス タ ンバイ  ド ラ イ ブ と し て使用す
る ド ラ イ ブを選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Stripe Size] リ ス ト か ら、 RAID レベルのス ト ラ イ プ サ イ ズを選択し ます。

ステ ッ プ 6 [Read Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルの読み取 り ポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 7 [Write Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルの書き込みポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 8 [Cache Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルのキ ャ ッ シ ュ  ポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 9 [Size (MB)] テキ ス ト  フ ィ ール ド に、 MB 単位で論理デ ィ ス ク のサ イ ズを入力し ます。

表 8-5 必要な物理ド ラ イブの最小数 

RAID Level 必要な物理デ ィ ス クの数

RAID 0 1

RAID 1 2

RAID 5 3

RAID 6 4
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ネス ト された RAID の設定

ネ ス ト さ れた RAID レベルには、 プ ラ イ マ リ と セカンダ リ の RAID レベルがあ り ます。 ネス ト
さ れた RAID レベルには 2 つ以上の ド ラ イ ブ グループを作成する必要があ り 、 各 ド ラ イ ブ グ
ループには同じ数の物理デ ィ ス ク が必要です。

ネ ス ト さ れた RAID レベルを設定する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 RAID ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 ネ ス ト さ れた  RAID レベルを選択し ます。

[Drive Groups] ペイ ンでは、 物理デ ィ ス クおよび ド ラ イ ブ グループの リ ス ト が表示されます。
物理デ ィ ス ク の詳細を表示する には、 ツールチ ッ プが表示される まで、 物理デ ィ ス ク の上に
カーソ ルを合わせます

ステ ッ プ 2 [Physical Disks] リ ス ト か ら、 [Drive Groups] リ ス ト に含める物理デ ィ ス ク を選択し ます。

表 8-6 に、 必要な物理デ ィ ス クおよびデータ  グループの最小数を表示し ます。

ステ ッ プ 3 [Create Drive Group] を ク リ ッ ク し ます。

（注） [Create Drive Group] ボ タ ンは、 RAID レベルに必要な最低限の数の物理デ ィ ス ク を選択
する まで無効な ま まにな り ます。

選択し た物理デ ィ ス ク が [Drive Groups] リ ス ト に追加されます。

（注） [Delete Drive Group] ボ タ ンは、 ド ラ イ ブ グループが作成さ れる まで無効な ま まにな り
ます。

ステ ッ プ 4 [Stripe Size] リ ス ト か ら、 RAID レベルのス ト ラ イ プ サ イ ズを選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Read Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルの読み取 り ポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 6 [Write Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルの書き込みポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 7 [Cache Policy] リ ス ト か ら、 RAID レベルのキ ャ ッ シ ュ  ポ リ シーを選択し ます。

ステ ッ プ 8 [Size (MB)] テキ ス ト  フ ィ ール ド に、 MB 単位で論理デ ィ ス ク のサ イ ズを入力し ます。

表 8-6  必要な物理ド ラ イブおよびデータ  グループの最小数 

RAID Level 物理デ ィ ス クの最小数 データ  グループの最小数

RAID 10 4 2

RAID 50 6 2

RAID 60 8 2
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  RAID 設定
RAID アレ イのク リ ア

RAID 設定ページを使用し て、 作成し たすべての仮想デ ィ ス ク ま たは特定のデ ィ ス ク を削除し
てデ ィ ス ク領域を解放で き ます。

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 「すべての仮想デ ィ ス ク の削除」 （P.8-8）

 • 「単一ま たは複数デ ィ ス ク の削除」 （P.8-8）

すべての仮想デ ィ スクの削除

すべてのデ ィ ス ク を削除する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで、 [Server Configuration] を ク リ ッ ク し、 [RAID configuration]  
を ク リ ッ ク し ます。

[RAID Configuration] ページに、 物理デ ィ ス クおよび論理デ ィ ス ク の リ ス ト が表示さ れます。

ステ ッ プ 2 ページの右上にあ る  [Clear Configuration] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[RAID Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 操作を確定する には、 [Yes] を ク リ ッ ク し ます。

論理デ ィ ス ク の下のすべての仮想デ ィ ス ク が ク リ ア さ れ、 ハー ド  デ ィ ス ク の状態が 
Unconfigured Good に変わ り ます。

単一または複数デ ィ スクの削除

単一の RAID レベルおよびネ ス ト さ れた RAID レベルでは、 未設定の正常な物理デ ィ ス ク の数
が選択さ れた RAID レベルに必要な最小数よ り も少ない場合、 [RAID Configuration] ダ イ ア ロ グ
ボ ッ ク スが表示さ れ、 物理デ ィ ス ク を解放する ために論理デ ィ ス ク を削除する必要があ る こ と
が示さ れます。

論理デ ィ ス ク を削除する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 表示さ れる  [RAID Configuration] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 [Yes] を ク リ ッ ク し ます。

[Delete Logical Disks] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 2 削除する論理デ ィ ス ク を選択し ます。 論理デ ィ ス ク に属する物理デ ィ ス ク がダ イ ア ロ グボ ッ ク
スの下部に表示さ れます。

（注） 論理デ ィ ス ク を削除する と 、 デ ィ ス ク に保存さ れているすべての情報にア ク セスで き な
く な り ます。

ステ ッ プ 3 [Delete] を ク リ ッ ク し ます。
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ログの表示

UCS-SCU の ロ グ機能を使用し てサーバ ロ グ を調査し、 修正処理を実施で き ます。 UCS-SCU 
は、 次の種類の ロ グ を提供し ます。

 • 「シ ス テム  ロ グ」 （P.9-1）

 • 「System Event Log」 （P.9-1）

システム ログ
シ ス テム  ロ グ  フ ァ イルには、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  コ ンポーネン ト に よ って記録さ れた
イベン ト が表示さ れます。 こ れら の イベン ト は、 多 く の場合、 オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム自体
に よ って事前に決定さ れています。 シ ス テム  ロ グ  フ ァ イルは、 デバイ スの変更、 デバイ ス  ド
ラ イバ、 シ ス テム変更、 イベン ト 、 操作などに関する情報を表示し ます。

シ ス テム  ロ グ を表示する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Logs] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [System Logs] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 フ ィ ルタ  ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら フ ィ ルタ を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [Go] を ク リ ッ ク し ます。

シ ス テム  ロ グが表示さ れます。

System Event Log
シ ス テム  イベン ト  ロ グ  フ ァ イルには、 サーバに よ って記録さ れた イベン ト が表示さ れます。

シ ス テム  イベン ト  ロ グ を表示する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 左側のナビゲーシ ョ ン  ペイ ンで [Logs] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 [System Event Log] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Description] ま たは [Severity] フ ィ ルタ を選択し ます。

 • [Description] フ ィ ルタ を選択し て  [Go] を ク リ ッ クする と 、 説明 と 重大度を含むすべてのシ
ス テム  イベン ト  ロ グが表示さ れます。
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  System Event Log
 • [Severity] フ ィ ルタ を選択し た場合は、 2 番目の ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら重大度の タ イ プ
を選択し、 [Go] を ク リ ッ ク で き ます。 指定さ れた重大度の タ イ プの ロ グ を示す リ ス ト が表
示さ れます。

 • 適用し たフ ィ ルタ を ク リ アする には、 [Clear Filter] を ク リ ッ ク し ます。
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ト ラブルシューテ ィ ング

こ の章では、 UCS-SCU アプ リ ケーシ ョ ンの使用時に利用可能な さ ま ざ ま な ト ラ ブルシ ュー
テ ィ ン グ  オプシ ョ ン を示し ます。

UCS-SCU 問題および解決方法
 • OS の イ ン ス ト ール プ ロ セスが中断さ れ、 サーバが リ ブー ト する。

ウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ マーの値を決定し ます。 ウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ マーは、 C シ リ ーズ サー
バの BIOS の新機能です。 こ の機能が イ ネーブルで、 値が OS の イ ン ス ト ールに必要な時間
よ り も短い期間に設定さ れている と 、 OS の イ ン ス ト ール プ ロ セ スは中断さ れます。 こ の
ウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ マー機能は、 指定さ れた期間後に自動的にサーバを リ ブー ト する か、
電源をオフに し ます。 OS の イ ン ス ト ール プ ロ セ ス を開始する前に、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ  タ イ
マー機能をデ ィ セーブルに し ます。

 • 仮想 USB をマ ッ ピ ン グする か、 物理的な  USB を接続し た後で も、 UCS-SCU で次の メ ッ
セージが表示さ れる。

No USB Disk on Key detected 

 – vmedia を通じ てマ ッ ピ ング し た USB デバイ スについては、 vmedia GUI か ら  [USB 
reset] の選択を試みます （[virtual media session] -> [details] -> [USB reset]）

 – 物理的な USB デバイ スについては、 ベンダーおよび製品情報を確認する か、 異な るデ
バイ ス を試し ます。

 • Windows OS を イ ン ス ト ールし た後、 KVM マ ウ スが動作せず、 Windows デバイ ス  マネー
ジ ャ で、 USB ヒ ューマン  イ ン ターフ ェ イ ス  デバイ スに黄色の 「!」 が表示さ れる。

CIMC のバージ ョ ン を確認し ます。 サーバに最新版の CIMC が イ ン ス ト ール さ れている こ
と を確認し ます。

 • Windows 2008 の イ ン ス ト ールが失敗し、 次の メ ッ セージが表示さ れる。

Selected disk has MBR partition table.On EFI systems, Windows can only be installed to GPT 
disks.

仮想 ド ラ イ ブの EFI CD-ROM デバイ スが、 Windows 2008 イ メ ージのブー ト に使用さ れま し
た。 BIOS の CD-ROM 順か ら  CD-ROM デバイ ス を使用し ます。

 • UCS-SCU を通じ て Windows オペレーテ ィ ング  シ ス テム を イ ン ス ト ールし た後、 Windows 
デバイ ス  マネージ ャ で一部のデバイ スに黄色の 「!」 が表示さ れる。

 – デバイ スがシ ス コ のサポー ト  マ ト リ ク スにない。

 – SCU GUI で一部のデバイ ス  ド ラ イバを選択し ていない。
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  UCS-SCU 問題および解決方法
 • Windows セ ッ ト ア ッ プが BSOD 0x7B （ブー ト  デバイ スがア ク セス不可） で失敗する。

SCU GUI でブー ト  コ ン ト ローラ のデバイ ス  ド ラ イバを選択し ていない。

 • CIMC の変更は、 UCS-SCU ですぐに反映されません。

サーバが SCU に よ って起動さ れている場合、 CIMC を使用し て仮想デ ィ ス ク に対し て行っ
た変更は、 SCU のユーザ イ ン ターフ ェ イ スですぐに表示さ れない場合があ り ます。 CIMC 
と 同期する よ う に、 サーバを リ ブー ト し ます。

 • 電源投入時セルフ  テ ス ト （POST） 中に、 LSI 内蔵 MegaRAID と  LSI 2008 コ ン ト ローラ の
両方が検出さ れる が、 LSI 2008 コ ン ト ローラ のみが UCS-SCU に表示さ れる。

LSI 内蔵 MegaRAID と  LSI 2008 は、 UCS-SCU で同時にサポー ト さ れません。両方が存在す
る場合、 LSI 2008 のみが検出さ れます。 LSI 内蔵 MegaRAID を検出する には、 コ ン ト ロー
ラ を取 り 外し ます。
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